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特
集「義」の精神を次の世代へ

第49回謙信公祭 出陣行列の様子第49回謙信公祭 出陣行列の様子
（上越市公文書センター所蔵）（上越市公文書センター所蔵）

第100回謙信公祭　開催記念



昭和50年（1975）、第50回開催時に
高田の市街地を練り歩く出陣行列

謙
信
公
祭
　
百
回
の
歩
み

大正15年
（1926）

「
第
１
回
謙
信
公
祭
」開
催

終
戦

（
戦
争
中
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
開
催
）

「
出
陣
行
列
」開
始

昭和48年の出陣行列昭和55年の献納米合戦

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
天
と
地
と
」放
送

高
田
市
と
直
江
津
市
が

合
併
し
上
越
市
が
誕
生

「
献
納
米
合
戦
」開
始

「
の
ろ
し
上
げ
」開
始

昭和20年
（1945）

昭和36年
（1961）

昭和44年
（1969）

昭和46年
（1971）

昭和52年
（1977）

平成7年
（1995）

謙
信
公
祭
の
は
じ
ま
り

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）、
当
時
の
高

田
市
長
で
あ
っ
た
川か
わ
い
な
お
じ

合
直
次
は
、
2
年
後

に
迎
え
る
謙
信
公
の
没
後
350
年
に
向
け
、

そ
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
祭
典
の
開
催
を
思
案

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
高
田
市
連
合
青
年
会

か
ら
「
謙
信
公
祭
」
の
開
催
に
つ
い
て
提

案
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

高
田
市
・
直
江
津
町
・
春
日
村
の
３
つ
の

青
年
団
が
主
催
す
る
形
で
、
同
年
、
第
１

回
の
謙
信
公
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
日
は
９
月
13
日
。
こ
れ
は
、
謙
信

公
が
天
正
５
年
（
１
５
７
７
）、
能
登
出

陣
の
中
で
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
九
月
十
三

夜
」
の
詩
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
春
日
山

神
社
を
中
心
に
夕
方
か
ら
行
事
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
玉た
ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん

串
奉
奠
な
ど
の
祭
典
や
川
合

市
長
な
ど
に
よ
る
講
演
会
、
さ
ら
に
は
剣

舞
、
歌
や
踊
り
、
相
撲
や
仮
装
行
列
な
ど

の
余
興
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
10
時
頃

に
は
若
者
た
ち
が
盆
踊
り
を
始
め
、
深
夜

ま
で
祭
り
を
楽
し
む
人
も
い
ま
し
た
。
当

時
の
「
高
田
新
聞
」
や
「
高
田
日
報
」
で

は
、
祭
り
の
盛
況
ぶ
り
と
地
域
の
人
々
が

喜
ぶ
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
祭
り
へ
と
定
着

　
翌
年
の
第
２
回
も
９
月
13
日
に
開
催
さ

れ
、
第
３
回
は
「
謙
信
公
没
後
350
年
祭
」

と
し
て
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
10
月
26

日
、27
日
の
２
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、同
じ
く
26
日
の
信
越
本
線「
春

日
山
駅
」
開
業
と
重
な
り
、
春
日
山
一
帯

が
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
開
催
は
、
ほ
ぼ
毎
年
９
月
13

日
が
続
き
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
以

降
は
、
農
繁
期
を
避
け
る
目
的
で
8
月
23

日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
44
年
（
１

９
６
９
）に
は
、N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
天

と
地
と
」
の
放
送
に
よ
っ
て
春
日
山
城
や

謙
信
公
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
特
別
に
８
月
23
日
、
24
日
の
2
日
間

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

上越観光Navi

　戦国時代を代表する武将・上杉謙信公の武勇と遺徳を讃
たた

えしのぶ
「謙信公祭」は今年、記念すべき第100回を迎えます。今号では、謙
信公祭のこれまでの歩みを振り返るとともに、祭りや春日山城跡を
次世代へつなぐさまざまな取り組みを紹介します。

第100回謙信公祭　開催記念特集

「義」の精神を次の世代へ

■
問
合
せ
…
上
越
市
公
文
書
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
５・５
２
８・３
１
１
０
）

「
謙
信
公
祭
」百
回
の
軌
跡
を
た
ど
る

■問合せ…謙信公祭協賛会事務局（観光振興課内、☎025ｰ520ｰ5741）
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魅力創造課
西森 主任

昭和58年（1983）、第58回開催。林泉寺山門の前にて謙信公や家臣
に仮装する皆さん

より多くの人に
謙信公の魅力
を知っていただ
きたいです。

　謙信公は、日本の戦国史にその名を刻む武
将の一人であり、「義」の精神を伝える逸話は、

「上杉謙信伝」や「日本外史」など、江戸時
代以降に書かれた伝記でもたびたび取り上げ
られ、現代にまで語り継がれています。
　代表的な逸話として広く知られているのが、
敵対していた甲斐の武田信玄を助けた「敵に
塩を送る」話です。敵方の武田信玄が駿河の
今川氏

うじざね
真から塩を断たれ窮地に陥った際、謙

信公は「争うのはあくまでも武力であり、生
活必需品を奪うようなことはしない」と言っ
て、信玄に塩を送り助けました。この行動は、
義理と正義感に満ちた謙信公の人柄を象徴し
ています。さらに、死を前にした信玄が息子
の勝頼に対し「いざとなれば謙信を頼れ」と
語り、敵対していた相模の北条氏康も謙信公
を「義理を通す人物」と評したという逸話も、
戦乱の時代において謙信公の人柄がいかに称
賛されていたかを物語っています。
　謙信公はその生涯を通じ、多くの人々の尊
敬を集めたのみならず、死後も義を表す人物
として今日まで語り継がれています。このよ
うな謙信公の精神を引き継いだ先人たちが、
春日山城跡を守り、100年の間、一度も途絶
えることなく謙信公祭を受け継いできました。

今も語り継がれる謙信公の義義

公文書センターの資料から謙信公祭100回の歩
みをたどります。昔の写真や新聞記事などから、
謙信公祭の移り変わりを感じてみませんか。

▶と　き…８月９日㊏〜31日㊐午前10時〜午後８時
　　　　　※休館日＝８月４日㊊、12日㊋、18日㊊、
　　　　　　　　　　21日㊍、25日㊊
▶ところ…高田図書館

平成13年の川中島合戦の再現

「
川
中
島
合
戦
の
再
現
」開
始

14
市
町
村
が
合
併
し

新
た
な
上
越
市
が
誕
生

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」放
送

「
第
100
回
謙
信
公
祭
」開
催

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成21年
（2009）

令和7年
（2025）

公文書センター出前展示のお知らせ

　
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
に
高
田
市
と

直
江
津
市
が
合
併
し
上
越
市
が
誕
生
す
る

と
、
高
田
、
直
江
津
の
中
心
市
街
地
が
会

場
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
51
年
（
１
９
７

６
）
に
は
、
第
1
回
「
上
越
ま
つ
り
」
の

一
環
と
し
て
、
高
田
、
春
日
山
、
直
江
津

の
各
地
区
を
会
場
に
７
月
中
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
再
び
８
月
開
催
に
戻

り
、
現
在
の
祭
り
は
８
月
下
旬
の
土
・
日

曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
事
の
変
遷

　
謙
信
公
祭
が
始
ま
っ
た
昭
和
初
期
に
人
々

の
注
目
を
集
め
た
行
事
は
、
市
内
の
各
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
文
化・芸
能
の
披
露
で
し
た
。

そ
の
名
残
と
し
て
現
在
も
「
大
民
踊
流
し
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
謙
信
公
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
出
陣

行
列
」
は
、
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
に

初
め
て
、
祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、昭
和
52
年（
１

９
７
７
）
に
は
「
献
納
米
合
戦
」
が
、
平

成
７
年
（
１
９
９
５
）
に
は
春
日
山
城
本

丸
跡
と
支
城
・
砦
跡
と
を
結
ぶ
「
の
ろ
し

上
げ
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
12
年（
２

０
０
０
）
か
ら
は
、
春
日
山
城
史
跡
広
場

を
会
場
に
「
川
中
島
合
戦
の
再
現
」
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
100
回
の
節
目
を
迎
え
る
今
年
も
、
こ

れ
ら
の
行
事
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

■問合せ…魅力創造課（☎025ｰ520ｰ5739）
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上／夏休み前に実行委員が春日地区の小・上／夏休み前に実行委員が春日地区の小・
中学校に出向き、祭りの歴史や意義を説明中学校に出向き、祭りの歴史や意義を説明
し、祭りへの積極的な参加を呼びかけている。し、祭りへの積極的な参加を呼びかけている。
下／８月初旬には、春日地区一円にのぼり下／８月初旬には、春日地区一円にのぼり
旗を掲出。中学生や地元町内会などからの旗を掲出。中学生や地元町内会などからの
大勢のボランティアと実行委員とが協力し大勢のボランティアと実行委員とが協力し
て作業にあたる。て作業にあたる。

出陣行列参加者の甲冑の着付け（昨年の様子）出陣行列参加者の甲冑の着付け（昨年の様子）

　県内外から約70人の有志が集まり、謙信公
祭のメインイベント「出陣行列」や「川中島合
戦の再現」の前日準備、参加者の甲冑の着付け
や出陣行列の進行管理など、祭りの運営を裏方
としてサポートしています。
　活動を通して謙信公が重んじた「義」の心と
地域への誇りを育み、謙信公祭を次世代へ継承
していく一翼を担っています。私たちの活動に
興味がある人は、ご連絡ください。
■問合せ…水島さん（☎090-8853-8718）

　謙信公祭は、祭りの初日の朝、春日山城跡
をはじめ市内外13地域に点在する支城跡から
一斉に上がるのろしで幕を開けます。
　「狼煙上げ実行委員会」は、各地域の山城保
存団体が連携・協力し、中学生、高校生や多
くのボランティアなど、参加の輪を広げながら、
取り組みを続けています。活動に関心がある
人はご連絡ください。
■問合せ…永見さん（☎090-2970-1935）

祭
り
を
支
え
る
取
り
組
み

上
か み

越
え ち

後
ご

群
ぐ ん りゅう

隊
た い

による
祭りの運営サポート

◦当日ののろし上げ場所
日の入城跡（名立区）／ 城

じょう
ヶ峰

みね
砦跡（谷浜）／トヤ峰砦跡(下

正善寺)／ 春日山城跡／ 宇津尾砦跡（宇津尾）
滝寺砦（滝寺）／ 雁

かり
金
がね

城跡（頸
城区・浦川原区）／ 大間城跡

（三和区）／ 直峰城跡（安塚区）
／ 虫川城跡（浦川原区）／ 焼
山城跡（板倉区）／ 箕

み
冠
かぶり

城跡
（板倉区）／ 白

しら
看
かん

板
ば

城跡（清里
区）／ 鮫

さめ
ヶ尾

お
城跡（妙高市）

狼
の ろ し

煙上げ実行委員会による
支城跡からののろし上げ

春日山城跡天守台からの春日山城跡天守台からの
のろし上げ（昨年の様子）のろし上げ（昨年の様子）

取
り
組
み
１

取り組み 2 取り組み 3

　

謙
信
公
が
重
ん
じ
た「
義
」に
対
す
る

解
釈
は
、思
い
や
り
や
フ
ェ
ア
な
精
神

な
ど
、人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
て
よ

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、祭
り
の

準
備
な
ど
に
参
加
し
て
く
れ
る
地
域
の

皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
に
、「
あ
な
た
に

と
っ
て
の
義
は
何
か
、考
え
、実
行
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
祭
り
に
お
い
で
に
な
る
皆
さ
ん
に

も
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
謙
信
公
や「
義
」

の
心
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
参
加
・
観

覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
上
越
市
全
体

で
こ
の
祭
り
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
、

「
私
も
関
わ
り
た
い
、参
加
し
た
い
」と

い
う
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

　

戦
中
や
戦
後
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く

続
い
て
き
た
謙
信
公
祭
が
今
年
、第
100

回
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
祭
り

を
守
り
伝
え
て
き
た
多
く
の
皆
さ
ん
の

熱
意
に
思
い
を
は
せ
る
と
、次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
役
割
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
第
100
回
を
盛
大

に
成
功
さ
せ
、３
年
後
の
謙
信
公
没
後

450
年
、５
年
後
の
生
誕
500
年
と
い
う
さ

ら
な
る
節
目
に
向
け
て
、着
実
に
歩
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

祭
り
の
歴
史
を

次
の
世
代
へ

水島 晃 さん
代表 

永見 完治 さん
実行委員長 

青柳 伸一 さん

謙信公祭実行委員会
実行委員長
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「義」の精神を次の世代へ

長年の風雨で土砂の流出が進む春日山城跡を修
復するため、三の丸下から本丸まで、一袋の土
を運ぶ活動です。山城の散策を楽しみながら、
保全活動にご協力ください。
■問合せ…文化行政課
（☎025-545-9269）

春日山城跡保全の取り組みには、
ふるさと納税の寄付金も活用しています

春日山城跡をみんなで守る
「土の一

ひ と

袋
ふくろ

運動」にご協力ください

ふるさと納税

土の一袋運動

春日山城跡を当時の姿に
植林された杉を伐採しました

① 土を袋に詰める① 土を袋に詰める ② 袋を本丸まで運ぶ② 袋を本丸まで運ぶ

③ 本丸の木箱に③ 本丸の木箱に
　  土を入れる　  土を入れる

市ではふるさと納税の使途の一つに「春日山城跡
の保存及び整備並びに謙信公関連事業の推進」を
設けています。寄付金は、ここで紹介した城跡保
全の活動の財源としても活用しています。
■問合せ…ふるさと応援室
　（☎025-520-5625）

「春日山城跡の保存及び整備並びに謙信公関連事業の推進」を
使途として寄付いただいた「ふるさと納税」の件数と寄付額

8 20
（百件） （百万円）

6 15

4 10

2 5
244件

4,198,000円
8,504,000円

16,499,000円
366件

639件

R4年度 R5年度 R6年度

市 で は 春 日 山 城 跡 を 守 る た め、「 空
か ら ぼ り

堀 」 や
「切

き り ぎ し

岸」など重要な遺構が残る「千
せ ん が ん も ん

貫門跡」周
辺の、倒木の危険がある杉を伐採しました。
伐採後の清掃活動には、春日山城跡保存整備
促進協議会の呼びかけにより市民の皆さんか
らも参加いただき、山城の重要な門の跡が分
かりやすくなりました。
■問合せ…文化行政課（☎025-545-9269）

伐採前

伐採後

春
日
山
城
跡
保
全
の
取
り
組
み

会長　折橋 修 さん

春日山城跡保存
整備促進協議会

　
「
登
っ
た
人
か
ら
、当
時
の
謙
信
公
の
思

い
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
に
な
れ
ば
」と
、

平
成
21
年
か
ら
草
刈
り
や
松
葉
か
き
な
ど
、

春
日
山
城
跡
の
保
存
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
５
月
に
は
、「
城
跡
を
訪
れ
た
人
が
、

眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
往
時
に
思
い
を
は

せ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、本
丸
や
天
守
台
な

ど
６
カ
所
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
10
月
に
実
施
し
た
中
学
生
、高

校
生
に
よ
る
土
の
一ひ
と

袋ふ
く
ろ

運
動
で
は
、１
６

０
人
も
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
後
も
市
と
連
携
し
、こ
の
運
動
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
春
日
山
城
跡
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、謙
信
公
の「
義
」の
心
に
も
触
れ

て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。上
越
市

全
体
で
春
日
山
城
跡
の
保
全
の
気
運
が
高

ま
っ
て
い
く
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
活
動

の
発
信
と
参
加
の
呼
び
か
け
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

保
全
活
動
を
通
じ

「
義
」の
心
に
触
れ
る

春日中学校

参加者の声 地域の人に「私たちがこの城跡を地域の人に「私たちがこの城跡を
大切にしていることを伝えたい」大切にしていることを伝えたい」
という思いで、第100回の謙信公という思いで、第100回の謙信公
祭に向け、例年以上に気合いを入祭に向け、例年以上に気合いを入
れて清掃に取り組みました。れて清掃に取り組みました。

袋いっぱいに土を入れて運ぶと袋いっぱいに土を入れて運ぶと
重くて大変だけど、地域に役立重くて大変だけど、地域に役立
てていると実感できます。もってていると実感できます。もっ
と春日山城跡の魅力を知ってもと春日山城跡の魅力を知っても
らえるように頑張ります。らえるように頑張ります。

小菅さん 春日中学校 藤沼さん

参加者の声
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ふるさと納税を活用した
クラウドファンディングを実施中
市では「第100回謙信公祭」の節目を祝い、８月24日㊐まで 

「義」の心を次世代につなげるための記念事業を応援いただ
く「クラウドファンディング」を実施中です。寄付金は、
記念事業の運営費に活用させていただきます。
■問合せ…ふるさと応援室（☎025-520-5625） ふるさとチョイスGCF

〜戦国ウォーターアクティビティ〜〜戦国ウォーターアクティビティ〜  水合戦  水合戦

  出陣行列

8/23土、24日
【前夜祭】22金

  スポーツチャンバラ

  武将隊大合戦 −越後上越 夏の陣−

　〜戦国武将は君だ！〜

  川中島合戦の再現

  謙信公祭大民踊流し  謙信公祭大民踊流し上越にゆかりのある地域の武将隊とのコラ
ボステージのほか、グッズ販売も実施します。

▶と　き … 午後６時〜８時
▶ところ … 春日山城史跡広場

老若男女や武道経験の有無を問わず、どなたでも気軽に楽しめます。老若男女や武道経験の有無を問わず、どなたでも気軽に楽しめます。
▶と　き … 午前10時〜午後２時　▶ところ … 上越文化会館 東側駐車場▶と　き … 午前10時〜午後２時　▶ところ … 上越文化会館 東側駐車場

▶と　き … 第１部＝午前10時〜正午
　　　　　  第２部＝午後１時〜２時30分
▶ところ … 上越文化会館 東側駐車場

▶と　き … 午前10時〜午後３時45分
▶ところ … 上越文化会館 大ホール

▶と　き … 午後４時30分
▶ところ … 春日山交差点ほか

2323日土の主な催し日土の主な催し

2424日日日日の主な催しの主な催し

上杉軍・武田軍に分かれ上杉軍・武田軍に分かれ
て「火縄銃型水鉄砲」でて「火縄銃型水鉄砲」で
撃ち合う、夏にぴったり撃ち合う、夏にぴったり
のアクティビティです。のアクティビティです。

戦国史上最大の死闘といわれた「上杉謙信
と武田信玄の一騎打ち」を再現します。

上杉・武田両軍が、合戦の舞台となる「川中島」
（春日山城史跡広場）に向け進軍します。

▶と　き … 午後７時〜８時45分▶と　き … 午後７時〜８時45分
▶ところ … 謙信公大通り▶ところ … 謙信公大通り
　　　　　 （春日山交差点〜加賀街道十字路）　　　　　 （春日山交差点〜加賀街道十字路）

当日参加

大歓迎！

当日参加

大歓迎！

当日参加

大歓迎！

謙信公役
  松平健さん

  出陣！

謙信公役
  松平健さん

  出陣！

■問合せ…謙信公祭協賛会事務局（観光振興課内、☎025-520-5741）

第 回100

上越観光Navi
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○�職員採用試験の申し込み状況を、８月８日㊎から
市ホームページでお知らせします。
○�今後予定している試験については広報
上越４月号（８～９ページ）または市
ホームページをご覧ください。

●今後の予定

8 月のトピックス

■問合せ…人事課（☎025-520-5617）

令和８年度採用 市職員を募集します

試験職種 募集人数 受験資格（詳しくは試験案内書をご覧ください）

Ⅰ　種
（大学卒業程度）

一般行政 25人程度 次のいずれかに該当する人
・平成６年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた人
・�平成16年４月２日以降に生まれた人で、４年制大学を卒業した人
または令和８年３月31日までに卒業する見込みの人土　　木 ４人程度

Ⅲ　種
（高校卒業程度）

一般行政 ９人程度
平成16年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた人

土　　木 ５人程度

障害のある人
（高校生を含む） 一般行政 数人程度

次の全てに該当する人
・昭和54年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた人
・�障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉
手帳）の交付を受けている人

民間企業等
職務経験者

一般行政 10人程度 昭和54年４月２日以降に生まれた人で､ 民間企業などにおける職務
経験が通算で３年以上ある人土　　木 数人程度

公務員経験者
（当市を含む）

一般行政 ５人程度 昭和54年４月２日以降に生まれた人で､ 国や他の地方公共団体（当
市を含む）における正規職員としての職務経験が通算で３年以上かつ
退職後10年以内である人土　　木 数人程度

●試験職種・受験資格（１つの職種に限り受験できます）

内　　容 と　　き と　こ　ろ

申込期間 ８月１日㊎～25日㊊ 原則、上越市職員採用サイトからの電子申請による申し
込み

一
次
試
験

SPI3 ９月１日㊊～
23日㊋・㊗の間 テストセンター（全国のリアル会場またはオンライン会場）

教養（筆記）
グループディスカッション ９月28日㊐ 上越市役所または上越文化会館

●申込期間・試験日　

　試験内容および受験手続などを記載した試験案内
書は、７月28日㊊以降、市役所木田第一庁舎の総
合案内（１階）と人事課（４階）、各総合事務所、
南･北出張所およびハローワーク上越に設置するほか、
市ホームページに掲載します。

●試験案内書の配布

※試験会場は変更する場合があります。詳しくは試験案内書をご覧ください。
※試験職種「公務員経験者」は、10月中下旬頃に実施予定の面接試験のみ。

※４月試験・６月試験を受験した人も受験できます。
※募集人数は年間を通じた人数です。これまでの職員採用試験の実施状況や合格者数は市ホームページをご覧ください。

詳しくは
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　事業主体である新潟県環境保全事業団では、事業実施に必要となる県条例に基づく環境影響評価（環境ア
セスメント） の手続きを進めています。令和５年度に作成した「方法書」の内容に基づき、整備予定地であ
る柿崎区竹鼻地区・ 下中山地区の環境影響に係る調査・予測・評価を行ってきました。令和７年度は、それ
らの調査・予測・評価をまとめた「準備書」 について、住民・市町村・専門家から意見をお聞きするとともに、
いただいた意見を踏まえて「評価書」をまとめていく予定です。

上越地区産業廃棄物最終処分場の整備に向けて①

環境保全事業団

■整備に関する問合せ…新潟県環境局資源循環推進課（☎025-280-5161）、上越分室（☎025-520-7859）
　　　　　　　　　　　（公財）新潟県環境保全事業団上越建設事務所（☎025-520-7853）
■記事に関する問合せ…生活環境課（☎025-520-2088）

　開発事業による環境への重大な影響を防止するために、その開発が環境にどのような影響
を及ぼすか、あらかじめ事業者自らが調査・予測・評価を行います。その結果を公表し、市
民や市町村などから意見を聴き、環境保全の観点からより良い事業計画を作るための制度です。

環境アセスメントとは

手続きの流れ

事
業
（
工
事
）
の
実
施

▶
告
示
・
縦
覧

▶
「
評
価
書
」の
作
成

準備書に対する意
見を踏まえた評価

▶
告
示
・
縦
覧
・
説
明
会

▶
「
準
備
書
」の
作
成

調査・予測・評価
の結果や環境保全
措置を整理

▶
調
査・予
測・評
価
の
実
施

▶
「
方
法
書
」の
作
成

調査・予測・評価
の方法などを整理

令和５年度 令和６年度 令和７年度〜

アンケート結果（主なもの）

■問合せ…広報対話課（☎025-520-5614）

広報上越に皆さんの声を取り入れています！
　市公式LINEアカウントと市ホームページで、「広報上越」に関するアンケートを実施しました。
　いただいたご意見は、市民の皆さんの暮らしに役立つ紙面づくりに向け、今後の参考とさせていただきます。
多くの皆さんからご回答いただき、ありがとうございました。

月のトピックス8

いいえ分からない

すべてのページ
67.6%
（275件）

必要
56.9%
（254件）

はい
91.4%
（371件）

8.6%
（35件）

不要
27.6%
（123件）

15.5%
（69件）

8.1%
（36件）

Q１ 主な閲覧方法を教えてください

Q３ 紙媒体の全戸配布は必要だと思いますか Q４ 紙面は見やすい、分かりやすいですか

Q２ 広報上越をどの程度読んでいますか

特集ページだけ

お知らせや催し「くらしの情報」など

23.8%
（97件）

8.6%
（35件）

全戸配布や公共施設設置の紙で
81.8%
（365件）

6.1%（27件）
市ホームページで

　4.0%（18件）
スマートフォンアプリで

読まない

調査概要
▶実施日…４月25日～５月２日�　▶調査方法…市公式LINEアカウントおよび市ホームページ
▶回答数…446件� 　▶エ リ ア…上越市内（96％）、上越市外（４％）
▶年　代…10・20代（７％）、30代（15％）、40代（18％）、50代（30％）、60代（22％）、70歳以上（８％）
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電体験や工作を通じて、子どもから大人ま
で、環境について楽しく学びました。参加

者からは、「子どもと一緒に環境保全について考
えるいい機会になった」との声がありました。

発
６月29日㊐　上越科学館

環境フェア2025

岸のごみを集めながらクイズに回答し、上越・
名立の名産や観光、環境問題について学び

ました。約150人の参加者はごみ袋を片手に、ゲー
ム感覚で楽しみながら海岸をきれいにしました。

海
６月28日㊏　うみてらす名立周辺の海岸（名立区名立大町）

じょうえつトレジャーゲット

城区内に居住する外国人市民と地域の皆
さん計51人が参加し、浴衣を着て七夕飾り

を作ったり、フィリピンのかき氷「ハロハロ」を
食べたりしながら笑顔で交流しました。

空が晴れ渡り、織姫星（ベガ）・彦星（ア
ルタイル）や月齢12の月、流れ星などを

直接観望しました。さらに、望遠鏡やプラネタリ
ウムで、天体や星空の魅力を堪能しました。

夜

６月29日㊐　頸城地区公民館南川分館（頸城区松本）

ゆかたで七夕パーティ

頸

７月７日㊊　上越清里星のふるさと館（清里区青柳）

七夕の星を見る会

日間で約4万1,000人が来場し、思い思い
に夏のひとときを楽しんでいました。最終

日の大民踊流しには200人の踊り手が参加し、盛
大に祭りのフィナーレを飾りました。

３
６月20日㊎〜22日㊐　住吉町・旭町通り（柿崎区柿崎）

お引き上げ商工まつり

内外から訪れた参加者は、いろりを囲みな
がら山菜をはじめとする田舎料理を堪能し

ました。食後は地元の語り部による大島に伝わる
昔話や、ホタル鑑賞を楽しみました。

市
６月28日㊏　大島庄屋の家（大島区田麦）

大島庄屋の家「ホタルのゆうべ」

市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします
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パソコンやスマートフォンから
市への申請、届け出などがで
きます。 安塚区 ☎ 025-592-2003

浦川原区 ☎ 025-599-2301
大島区 ☎ 025-594-3101
牧　区 ☎ 025-533-5141
中郷区 ☎ 0255-74-2411
板倉区 ☎ 0255-78-2141
清里区 ☎ 025-528-3111
三和区 ☎ 025-532-2323
柿崎区 ☎ 025-536-2211
大潟区 ☎ 025-534-2111
頸城区 ☎ 025-530-2311
吉川区 ☎ 025-548-2311
名立区 ☎ 025-537-2121
南出張所 ☎ 025-525-4151
北出張所 ☎ 025-544-2111

上越市役所
〒943-8601 上越市木田1-1-3
☎025-526-5111（代表）

「防災ラジオ」の
試験放送

※定期的な電池の交換と受信状況の確認を！

問  危機管理課（☎025-520-5665）

1 日：午後 6 時 35 分頃 
15 日：午後 0 時 45 分頃

毎月

FM76.1MHz

「広報上越」へのご意見や
感想をお寄せください 

時  日時、期間 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも） 定  定員
費  費用（表記無し：無料） 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要） 問  問合せ
予  予約 他  その他

記号の見方 

電子申請システム	

問  広報対話課 ☎ 025-520-5614　 
FAX. 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp
アンケート
フォーム

広報上越
専用ページ
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※８月15日は中止

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
防
災
ラ
ジ

オ
や
戸
別
受

信
機
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
大

音
量
で
放
送

を
行
い
ま

す
。
試
験
で

す
の
で
実
際

の
災
害
と
間

違
え
な
い
よ

う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※�

災
害
な
ど
の
発
生
時
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

８
月
15
日
㊎
の
防
災
ラ
ジ
オ
の

試
験
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

時
８
月
20
日
㊌
午
前
11
時
（
予
備

日
＝
９
月
10
日
㊌
）　
他
放
送
内

容
＝
チ
ャ
イ
ム
を
流
し
、「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
を

３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
広
報
上
越

で
す
」
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
後
、

チ
ャ
イ
ム
を
流
し
終
了
し
ま
す　

問
危
機
管
理

課
（
☎
０
２

５・５
２
０・

５
６
６
５
）

上
越
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
上
中
越
沖
を

震
源
と
す
る
地

震
、
津
波
な
ど

の
複
合
災
害
を

想
定
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
柿

崎
区
で
実
施
し

ま
す
。
大
津
波
警
報
発
表
後
、
沿

岸
部
周
辺
住
民
の
避
難
訓
練
や
、

原
子
力
災
害
に
対
応
し
た
避
難
訓

練
の
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
情
報
収
集
訓
練
、
起
震
車
に
よ

る
地
震
体
験
、
災
害
時
に
活
躍
す

る
車
両
や
、
防
災
用
品
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
。（
見
学・体
験
可
）

　
当
日
は
、
柿
崎
区
内
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
と
戸
別
受
信
機
か
ら
災

害
発
生
や
避
難
を
呼
び
か
け
る
放

送
が
流
れ
ま
す
が
、
訓
練
で
す
の

で
、
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
8
月
30
日
㊏
午
前
8
時
30
分
～

11
時
30
分　
所
柿
崎
区
（
主
会
場

＝
柿
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）　

他
駐
車
場
＝
柿
崎
小
学
校
駐
車
場
、

県
立
柿
崎
病
院
駐
車
場
の
一
部
、

柿
崎
中
央
海
岸
駐
車
場　
問
危
機

管
理
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
６
５
）

納期限 ９月１日月
● 市民税・県民税・森林環境税 …（第２期）
● 国民健康保険税 ……………（第２期）
● 後期高齢者医療保険料 ……（第２期）
● 介護保険料 …………………（第５期）
● 国民年金保険料 ……………（７月分）
● 個人事業税 …………………（第１期）

税・保険料の納期限

お
知
ら
せ

市内の交通事故・犯罪発生件数
 問  市民安全課（☎025-520-5661）

SNSを利用した投
資 詐 欺 に 注 意。
SNSで知り合った
相 手 か ら 投 資 話

（もうけ話）を持
ちかけられたら詐
欺を疑いましょう。

●交通事故件数
１月１日〜５月末日の状況

発生件数 77件（−４）

死者数 3人（±０）

負傷者数 89人（−８）

●犯罪発生件数
１月１日〜５月末日の状況

刑法犯罪認知件数 267件（−７）

うち窃盗犯 165件（−７）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”
※いずれも暫定値で、（　）内は前年比

詳しくは

詳しくは
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平
和
祈
念
の
黙
と
う
を 

お
願
い
し
ま
す

　
８
月
６
日

と
９
日
は
、

広
島
と
長
崎

に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ

た
日
で
す
。

投
下
さ
れ
た

時
刻
に
全
国
各
地
で
原
爆
死
没
者

の
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を
さ
さ

げ
ま
す
。ま
た
、８
月
15
日
は
、「
戦

没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」と
し
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
黙
と
う
を
お

願
い
し
ま
す
。

時
８
月
６
日
㊌
午
前
８
時
15
分（
広

島
）、
８
月
９
日
㊏
午
前
11
時
２

分
（
長
崎
）、
８
月
15
日
㊎
正
午　

問
生
活
援
護
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
７
）

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定
の

た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

　
戦
没
者
の
ご
遺
族
に
対
し
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
希
望
者
に
は
申
請
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
沖
縄
、
樺
太
、
旧
ソ
連
、

モ
ン
ゴ
ル
、
タ
イ
、
中
部
太
平
洋

地
域
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
収
容
さ
れ
た
戦
没

者
遺
骨
に
つ
い
て
、
ご
遺
族
だ
と

思
わ
れ
る
人　
申
問
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
事
業
課
戦
没
者
遺

骨
鑑
定
推
進
室
（
☎
０
３
・
５
２

５
３・１
１
１
１
、内
線
４
５
１
９
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
６
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前

９
時
に
、
上

越
地
域
消
防

事
務
組
合
管

内
の
各
消
防

署
に
お
い

て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で
測
定
し

た
値
（
月
間
の
平
均
値
、最
小
値
、

最
大
値
）
は
、
い
ず
れ
も
通
常
の

値
で
あ
る
毎
時
０・０
１
６
～
０・

１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範

囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

総
合
事
務
所
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で 

消
費
生
活
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す

　
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
は
、
各
種
相
談
を
電

話
や
面
談
の
ほ
か
、
総
合
事
務
所

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
っ
て

い
ま
す
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
５
・
１
９
０
５
）、
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
８
３
３
）、
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ソ
ン
事
務
局（
☎
０
２
５・

５
２
７
・
３
３
３
３
）

し
な
い
、さ
せ
な
い
！ 

不
法
投
棄

　
決
め
ら
れ

た
場
所
以
外

に
ご
み
を
捨

て
る
不
法
投

棄
や
ご
み
の

ポ
イ
捨
て

は
、
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
濁

や
土
壌
汚
染
な
ど
、
自
然
環
境
に

も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
市
で
は
、

ク
リ
ー
ン
活
動
の
推
進
や
環
境
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
不
法
投
棄
防
止

の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
悪
質
な
事
案
に
つ
い
て
は
、

警
察
と
連
携
す
る
な
ど
し
、
厳
し

く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
不
法
投
棄

防
止
の
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

自
然
環
境
を
保
護
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
不
法
投
棄
の
な
い
自
然

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
不
法
投
棄
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・�

ご
み
は
、
管
理
が
不
十
分
な
土

地
に
捨
て
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
土
地
の
所
有
者
は
草
刈

り
の
徹
底
や
柵
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

・�

海
や
山
、
観
光
地
な
ど
で
の
レ

ジ
ャ
ー
で
出
た
ご
み
は
、
決
め

ら
れ
た
場
所
に
捨
て
る
か
、
持

ち
帰
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１

１
、
内
線
４
１

１
３
）

有
害
鳥
獣
を 

捕
獲
し
て
い
ま
す

　
農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

（
一
社
）
新
潟
県
猟
友
会
の
市
内

6
支
部
が
、
年
間
を
通
し
て
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
猟
銃
や
わ
な

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
見
か
け
て

も
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
住
宅
地
や
人
が
多

く
集
ま
る
場
所
で
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

※�

猟
友
会
員
は
、
捕
獲
活
動
時
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
と
ベ
ス
ト

を
着
用
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
活

動
を
行
う
際
は
、
実
施
者
が
関

係
す
る
町
内
会
に
周
知
し
ま
す
。

問
農
村
振
興
課　
中
山
間
地
域
農

業
対
策
室
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
５
５
）

汚
泥
肥
料
エ
コ
プ
ン
の
販
売

　
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
で
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
を
原
料
と
し

た
汚
泥
肥
料
「
エ
コ
プ
ン
」（
15

キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り
）
を
１
袋
１
５

０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
花
や

畑
の
肥
料
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
汚
泥
リ
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
２
０

８
８
）

詳しくは

詳しくは

わなの周辺に設置する
掲示物（例）

捕獲用わな（例）

詳しくは
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「
上
越
妙
高 

求
人
求
職
ポ
ー
タ
ル
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
妙
高
市
と
共
同
で
、

地
元
に
特
化
し
た
求
人
・
就
職
サ

イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、

地
元
企
業
の
情
報
や
求
人
情
報
な

ど
を
検
索
・
閲

覧
で
き
る
ほ

か
、
掲
載
さ
れ

て
い
る
求
人
へ

の
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
。

問
産
業
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

３
０
）

お
仕
事
の
相
談
は 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
求
人
の
紹

介
だ
け
で
な
く
仕
事
全
般
に
関
す

る
国
の
相
談
機
関
で
す
。
就
職
に

つ
い
て
の
困
り
事
を
相
談
で
き
る

専
門
窓
口
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
（
☎
０
２

５
・
５
２
３
・

６
１
２
１
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
後
に
４
１
♯
）

Ｖバ
イ

タ

リ

テ

ィ

ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

上
越
ウ
ォ
ー
ク
で
健
康
づ
く
り

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ

「
Ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔｙ
」を
活
用
し
、

毎
週
設
定
さ
れ
る
目
標
を
達
成
し

な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か
。
本
事
業
は
「
住
友
生

命
保
険
相
互
会
社
と
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
係
る
包
括
的
連
携
協

定
」
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

時
９
月
１
日
㊊
～
10
月
26
日
㊐　

対
18
歳
以
上　
定
２
０
０
人
（
申

込
順
）　
申
８
月
25
日
㊊
～
31
日

㊐
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら　
他
８
月
30
日
㊏

午
前
９
時
～
午
後
２
時
に
市
民
プ

ラ
ザ
で
ア
プ
リ

登
録
説
明
会
を

実
施　
問
住
友

生
命
保
険
(相)
上

越
営
業
部
（
☎

０
２
５
・
５
２

５・６
５
２
１
）

第
１
０
１
回
高
田
城
址
公
園
観
桜
会

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
投
票

　
第
１
０
１
回
高
田
城
址
公
園
観

桜
会
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
投

票
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

時
７
月
25
日
㊎
～
８
月
25
日
㊊　

他
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
の
投
票　
問

上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
☎
０
２
５
・

５
４
３
・
２
７

７
７
）

小
木
直
江
津
航
路
を
利
用
し
て

佐
渡
島
へ
出
か
け
ま
せ
ん
か

　
佐
渡
汽

船
㈱
で
は
、�

「
佐
渡
島

の
金
山
」

が
世
界
文

化
遺
産
に

登
録
さ
れ

注
目
が
集

ま
る
中
、

乗
船
と
島
内
観
光
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
や
、
乗
船

と
宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
個
人

プ
ラ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

限
定・便
限
定
の
航
送
割
引
な
ど
、

お
得
な
旅
行
商
品
を
多
数
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
に
直
江
津
か
ら
佐
渡
へ

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
運
航
期
間
＝
11
月
24
日
㊊
・
振

ま
で　
問
佐
渡
汽
船
直
江
津
総
合

案
内
所
（
☎
０
２
５
・
５
４
４
・

１
２
３
４
、
電

話
受
付
＝
午
前

８
時
30
分
～
午

後
5
時
）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

子
ど
も
の
車
内
放
置

　
「
眠
っ
て

い
る
か
ら
」

「
少
し
だ
け
」

と
、
子
ど
も

を
自
動
車
な

ど
に
乗
せ
た

ま
ま
そ
の
場

を
離
れ
る
と
、

思
わ
ぬ
事
故

に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

　
子
ど
も
は
体
温
調
節
が
未
熟
な

こ
と
も
あ
り
、
特
に
夏
場
の
自
動

車
内
な
ど
気
温
が
上
が
り
や
す
い

環
境
で
は
、
短
時
間
で
も
熱
中
症

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
を
作
動
さ
せ
て
い
る
場
合
で

も
、
誤
操
作
で
車
が
動
い
た
り
、

子
ど
も
が
車
外
に
出
て
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。

　
子
ど
も
を
車
内
に
放
置
す
る
こ

と
は
、児
童
虐
待
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

に
あ
た
り
ま
す
。
季
節
や
時
間
に

関
係
な
く
、
車
内
に
子
ど
も
を
残

し
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
車
内
に
子
ど
も
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る
場
面
を
見
か
け
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
警
察
（
１
１

０
番
）
や
児
童
相
談
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
１
８
９
、
24
時
間
受
付
、

通
話
料
無
料
）、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

７
４
９
０
、
月
～
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

地
方
創
生・若
者
重
点 

支
援
補
助
金（
二
次
募
集
）

　
地
方
創
生
の

実
現
に
向
け
、

第
３
期
上
越
市

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
る
取
り
組
み
の
推

進
を
図
る
た
め
、
若
者
や
団
体
に

よ
る
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

対
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
若
者
（
４
月
１
日
現
在
で
18
歳

～
39
歳
の
人
）、
そ
の
若
者
が
半

数
を
占
め
て
い
る
団
体
、
上
越
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進

協
議
会
の
会
員
団
体
ま
た
は
参
加

団
体　
定
採
択
件
数
＝
３
件
程
度　

費
補
助
額
上
限
＝
30
万
円　
※
補

助
率
は
補
助
事
業
の
区
分
に
応
じ

て
決
定　
申
問
８
月
29
日
㊎
ま
で

に
総
合
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

２
４
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは

詳しくは

詳しくは
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児
童
扶
養
手
当・ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成

　
児
童
扶
養

手
当
を
受
給

し
て
い
る

人
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医

療
費
助
成
を

受
け
て
い
る

人
に
更
新
申

請
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
離
婚
や
配
偶
者
と
死
別

な
ど
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
相
談

ま
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
所
得
制
限
や
公
的
年
金
の

受
給
状
況
な
ど
に
よ
り
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
令
和
８
年
３
月
31
日
で
18
歳
以

下
（
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
児
童
を
養
育
す
る
人　
申

問
８
月
29
日
㊎
ま
で
に
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
７
２
６
）
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
へ
提
出

●
休
日
受
付
窓
口
を
開
設

時
８
月
31
日
㊐
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　

所
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
医
療
費

助
成（
医
療
費
無
料
）の
手
続
き

　
市
民
税
非

課
税
世
帯
の

小
学
生
か
ら

高
校
卒
業
相

当
の
年
齢
ま

で
、
医
療
費

無
料
と
な
る

助
成
を
受
け

る
に
は
「
所
得
調
査
に
係
る
承
諾

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
未
提
出
の

人
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
各
総
合
事
務
所
で
手
続
き
す

る
か
、
郵
送
（
様
式
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
の
あ
っ
た
世
帯
の
令
和
７

年
度
課
税
状
況
を
確
認
し
、
対
象

と
な
る
場
合
、
８
月
下
旬
に
新
し

い
受
給
資
格
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
提
出
済
み
で
医

療
費
無
料
の
受
給
資
格
証
が
交
付

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
令
和
７

年
度
の
課
税
情
報
を
確
認
し
、
更

新
し
た
受
給
資
格
証
を
送
付
し
ま

す
。

問
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
２
６
）

　令和７年度上越市住宅リフォーム促進事業補助金（子育て・若者夫婦世帯支援枠）を追加募集して
います。対象となる工事の詳細など、詳しくは市のホームページをご覧ください。

項　目 内　　容
受付期間 ８月18日㊊まで（募集期間中に予算に達した場合は、抽選とし、予算に達しなかった場合は、受け付けを継続）

補助対象世帯 ・令和７年４月１日時点において、扶養を受けている18歳未満の子が一人以上いる世帯または妊婦を含む世帯
・令和７年４月１日時点において、本人またははその配偶者のいずれかが39歳以下である若者夫婦世帯

補助対象工事
および補助額

・子育てに対応した工事および家事負担軽減のための工事（補助率50％、上限40万円）
・上記に追加で実施する一般枠で対象としている工事　（補助率20％、上限10万円） 合計で50万円

【追加募集中】上越市住宅リフォーム促進事業（子育て・若者夫婦世帯支援枠）�
申 �問 �建築住宅課（☎025-520-5786） 詳しくは

詳しくは

詳しくは

　物価高騰により、特に家計への
影響が大きい児童扶養手当受給世
帯および令和７年度住民税が非課
税または均等割のみ課税となる18歳以下の児童の
いる世帯に対し「生活支援給付金」を支給します。
●支給額
18歳以下の児童１人につき２万５千円
●支給方法
①児童扶養手当受給世帯
　申請は不要です。令和７年６月分の児童扶養手当
を受給した人へは、７月29日㊋に指定の口座に振
り込みます。以降、新たに児童扶養手当の受給が決
定した人に順次支給します。

②令和７年度住民税非課税または均等割のみ課税世帯
　令和７年６月16日時点で、市内に住所を有し、
かつ、令和６年度の物価高騰支援給付金を受給した
人へは、８月26日㊋に指定の口座に振り込みます。
申請は不要です。
　令和７年１月２日以降に転入した人を含む世帯な
ど、市で課税状況を判定できない世帯
や、口座情報を把握していない世帯に
は、申請書類を郵送しますので、早め
に手続きをしてください。
申 問令和８年３月31日㊋（郵送の場
合は消印有効）までにこども家庭セン
ター（☎025-520-5726）

低所得の子育て世帯に生活支援給付金を支給します�

詳しくは
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対身体障害者手帳１～３級、精神障害者保健福祉手帳１～２級、療育手帳Ａの交付を
受けている人（今年度既に申請している人は対象外）　
※所得制限があるため、申請時に令和５年中の所得を確認します。
●助成内容　
　下記①～④のうち、いずれか１つを申請できます。

種類 助成金（４月～９月に申請する人） 助成金（10月～３月に申請する人） 申請に必要なもの

① タクシー
利用券

24,000円
（１枚500円×48枚）

12,000円
（１枚500円×24枚）

申請書、障害者手帳、
マイナンバーカード②

タクシー
利用券と
バス利用券
セット

タクシー券 12,000円
（１枚500円×24枚）
バス券 12,000円
（１枚100円×120枚）

タクシー券 6,000円
（１枚500円×12枚）
バス券 6,000円
（１枚100円×60枚）

③ 自動車
燃料購入券

19,000円
（１枚500円×38枚）

9,500円
（１枚500円×19枚） 申請書、障害者手帳、

運転免許証、車検証、
マイナンバーカード④ 自動車

燃料費助成
19,000円（申請日以降の領収書を
添付した請求書を提出）

9,500円（申請日以降の領収書を添
付した請求書を提出）

※ 手帳所持者以外の人が手続きする場合、上記のほか、手続きする人の本人確認ができる運転免許証などと、手
帳所持者本人の印鑑を持参してください。

※申請書は、ホームページからダウンロードできます。（申請窓口にもあります）
※ タクシー利用券または自動車燃料購入券の交付を郵送で希望される場合は、郵送料（460円）分、タクシー利

用券とバス利用券のセットの交付を郵送で希望される場合は、郵送料（620円）分の切手を添えて申請してく
ださい。

受付場所 受付日時
福祉課、各総合事務所
福祉交流プラザ（福祉申請窓口） 平日の午前８時30分～午後５時15分

令和７年度 タクシー利用券・バス利用券・自動車燃料購入券・自動車燃料費助成�
問 �福祉課（☎025-520-5695）

●夏休み小・中・高校生「バス乗車体験」キャンペーン
　８月24日㊐まで、市内の路線バスなどを乗車１
回当たり小学生以下50円（市営バスは未就学児無料）、
中学生・高校生100円で利用できます（運転士に「小
学生です」などと申し出）。
※ 回数券やその他の乗車券を利用する場合は、通常

の運賃が適用されます。
※ 高速バス、佐渡汽船連絡バス、観光バスは除きま 

す。
対頸城自動車㈱・くびき野バス㈱・頸北観光バス㈱・
頸南バス㈱・東頸バス㈱が運行する市内の路線バス、
大島・牧・頸城・板倉・清里・名立の各区内を運行
する市営バス、㈲浦川原タクシーが運
行する乗合タクシー（予約型コミュニ
ティバス含む）　問頸城自動車㈱（☎
025-543-3178）または交通政策課

（☎025-520-5633）
●「上越バスロケーションシステム」をご利用ください
　上越大通り線、浜線など市内の路線のバス位置情
報などをスマートフォンやパソコンから確認できます。
検索サイトで「上越バスロケ」と検索するか、二次
元コードを読み取ってご覧ください。
問頸城自動車㈱（☎025-543-3178）
ま た は 交 通 政 策 課（ ☎025-520-
5633）

●上越市内公共交通「マイ時刻表」を作成・配布します
　自宅最寄りのバス停や駅から病院など、日常的に
訪れる場所までの鉄道・バスの路線名や発着時刻、
乗車料金などを記載したポケットサイズの個人用時
刻表を作成し、配布します。
他申し込みから約10日後に郵送、メール、または、
交通政策課、各総合事務所、バス案内所・営業所で
お渡しします　申問申込用紙に必要事項を記入し、
交通政策課（☎025-520-5633、FAX025-526-
8363、 kotsu@city.joetsu.lg.jp）、市民課、南・
北出張所、各総合事務所、バス案内所・
営業所へ。申込用紙は申込先、市役所
木田第一庁舎１階市民ホールにあるほ
か、市ホームページからダウンロード
できます
●「バス待合処」をご利用ください
　市と交通事業者、関係機関などで設置する上越市
地域公共交通活性化協議会では、バス利用促進の一
環として、猛暑時や荒天時などにバスを待ちながら
休める場所として「バス待合処」を設置しています。
気軽にご利用ください。
　また、「バス待合処」の設置協力店
舗を募集しています。詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。
問交通政策課（☎025-520-5633）

公共交通に関するお知らせ�

詳しくは

詳しくは

詳しくは
詳しくは

詳しくは
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上越市
●情報公開制度
　市が保有している情報を知りたいときに、市民の誰もが公開の請求をすることができる権利を保障する制度です。

実施機関 請求件数 決定等の件数 決定に対する
不服申立ての件数公開 部分公開 非公開

市長 249件 213件 30件 ６件 ０件
教育委員会 15件 14件 １件 ０件 ０件
議会 １件 ０件 １件 ０件 ０件
選挙管理委員会 １件 ０件 １件 ０件 ０件
ガス水道局 13件 13件 ０件 ０件 ０件

合　計 279件 240件 33件 ６件 ０件
●個人情報保護制度
　市が保有している自己を本人とする個人情報について、開示や訂正などを請求することができる制度です。

実施機関 請求件数 決定等の件数 決定に対する
不服申立ての件数開示 部分開示 非開示 訂正却下

市長 50件 19件 29件 ２件 ０件 ０件
教育委員会 １件 １件 ０件 ０件 ０件 ０件

合　計 51件 20件 29件 ２件 ０件 ０件
●会議公開制度
　市の政策の企画立案などに重要な役割を担っている審議会などの会議を公開し、市民の皆さんに傍聴していた
だくほか、その会議録の写しを閲覧いただく制度です。

実施機関 開催件数 公開状況 傍聴人数公開 部分公開 非公開
市長 305件 263件 ８件 34件 196人
教育委員会 26件 16件 ６件 ４件 ２人

合　計 331件 279件 14件 38件 198人
問総務課（☎025-520-5603）

●上越休日・夜間診療所
　夜間や休日の急な発熱や腹痛など、比較的症状の軽い人の応急診療を行っています。
　症状にかかわらず、事前に必ず休日・夜間診療所に電話してから受診してください（電話は受付時間内のみ）。
※診療可能人数を超えた場合、受付時間内でも受け付けを終了する場合があります。
※ ６カ月未満の乳児については、医師の出務状況により診察できない場合がありますので、事前連絡の際に確認

してください。
診療日 受付時間 診療科目

８月12日㊋
８月13日㊌
８月14日㊍

午後７時30分～９時30分 内科・小児科

８月15日㊎ 午前９時～11時30分・午後１時～３時30分 内科・小児科・外科
午後４時～５時30分・午後７時～８時30分 内科・小児科

●上越休日歯科・障がい者歯科診療センター
診療日 受付時間 診療科目

８月15日㊎ 午前９時～11時30分・午後１時～３時30分 歯科
所新光町1-8-11（オールシーズンプール向かい）　問上越休日・夜間診療所（☎025-522-3777）、上越休日歯科・
障がい者歯科診療センター（☎025-523-5775）、地域医療推進課（☎025-520-5699）

令和６年度　情報公開制度、個人情報保護制度および会議公開制度の運用状況�

お盆の期間の診療�

上越地域消防事務組合
●情報公開制度

実施機関 請求件数 決定件数 決定に対する
不服申し立ての件数公開 部分公開 非公開

消防局長 61件 14件 47件 ０件 ０件
●個人情報保護制度（自己情報の開示に係る請求）

実施機関 請求件数 決定件数 決定に対する
不服申し立ての件数開示 部分開示 非開示

消防局長 ２件 ０件 ２件 ０件 ０件
問上越地域消防局総務課（☎025-545-0227）

詳しくは
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小・中
学
生
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト 

２
時
間
で
世
界
旅
行

　
市
内
の
留
学
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
、

約
10
カ
国
の
国
々
の
人
と
交
流
し

ま
す
。
会
場
内
に
あ
る
ブ
ー
ス
を

回
り
な
が
ら
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム

で
楽
し
く
文
化
や
習
慣
の
違
い
を

学
び
ま
せ
ん
か
。
２
時
間
で
世
界

を
探
検
し
ま
し
ょ
う
。

時
９
月
６
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
１
０
０
人
程

度
（
申
込
順
）　
対
市
内
の
小
・

中
学
生　
申
８
月
４
日
㊊
～
９
月

１
日
㊊
の
間
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら　
問（
公
社
）上
越
国
際
交

流
協
会
（
☎
０

２
５・５
２
７・

３
６
１
５
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

問
く
る
み
家
族
園
（
☎
０
２
５
・

５
４
４
・
７
４
４
０
）　
時
○
す

だ
ち
の
湯
＝
８
月
10
日
㊐　

○

ロ
ー
ズ
の
湯
＝
８
月
24
日
㊐
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
９
時　
費

一
般
４
２
０
円
、
小
・
中
学
生
２

１
０
円
。（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
る

割
引
制
度
あ
り
）

も
よ
お
し
・
講
座

詳しくは

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 141.94円

26～150㎥ 140.17円
151㎥以上 138.71円

前月検針分に比べ１㎥当たり10.39円の値下げとなります。
※基本料金は変わりません。

　原料費調整制度による８月分の都市
ガス料金（一般契約料金）は、３月～
５月のLNG等平均原料価格（貿易統
計値）による調整を行ったほか、国の
補助金を活用して1㎥当たり８円を値
引きします。

８月分の都市ガス料金� 問  ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

　 病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、
人工的に造ることができず長期保存ができな
いため、皆さんの善意の献血が頼りです。ご
協力をお願いします。
 　新潟県赤十字血液センターでは、献血
Web会員サービス「ラブラッド」からの予
約をおすすめしています。会員でない人や初
めての人も利用でき、スムーズに受け付けで
きます。また、会員登録すると血液検査の結
果がＷｅｂで閲覧できるほか、予約や献血な
どで貯まるポイントで、記念品がもらえます。

　昨年、市内では大規模な火災が立て続けに発生しました。火災が発生したときは、「早く知らせる」、
「早く消す」、「早く逃げる」の三原則を心掛けましょう。

①早く知らせる
　火災を発見したら、すぐに「火事だ」と叫び、周
囲に知らせます。声が出ないときは、やかんや鍋な
ど音が出るものを叩き、異常を知らせましょう。
　また、身の安全を確保した上で、直ちに119番通
報します。落ち着いて、正しく情報を伝えましょう。
②早く消す
　初期消火できるのは、発火から天井に火が届くま
での約２～３分間です。この間にできる範囲で、消

火器などで消火しましょう。日頃から消火器の使い
方を確認しておくことも重要です。
③早く逃げる
　天井に火が燃え移ったら、消
火を諦め、すぐに逃げましょう。
逃げた後は、絶対に戻ってはい
けません。消火活動は消防署や
消防団に任せ、身の安全を最優
先に行動しましょう。

会　　場 実施日 受付時間

イオン上越店
※毎月第１・３火曜日
　　　第３・４日曜日

５日㊋
17日㊐
19日㊋
24日㊐

10：00～12：00　
13：30～16：00※

※ 火曜日は
　15：30まで

大潟コミュニティ
プラザ ６日㊌ 10：00～11：30

日本曹達株式会社
二本木工場 22日㊎ 10：00～11：45

13：00～15：30

新潟県立中央病院 28日㊍ 14：00～16：00

献血キャラクター
けんけつちゃん

献血は命をつなぐ
ボランティアです

詳しくは

８月の献血バス運行日程� 問  健康づくり推進課（☎025-520-5712）

火災発生時の3つの「早く」� 問  危機管理課（☎025-520-5668）

詳しくは

火災が起きたときの行動　三原則



くらしの情報

お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
集

無
料
相
談

も
よ
お
し
・
講
座

2025・８　広報 じょうえつ17

高
田
図
書
館 

夏
の
も
よ
お
し

問
高
田
図
書
館
（
☎
０
２
５
・
５

２
３
・
２
６
０
３
）

●
工
作
「
戦
国
武
将
の
か
ぶ
と
を

つ
く
ろ
う
！
」

　
上
杉
謙
信
公

な
ど
、
か
っ
こ

い
い
戦
国
武
将

の
か
ぶ
と
を
画

用
紙
で
作
り
ま

す
。

時
８
月
９
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

４
時　
※
午
後
２
時
～
２
時
40
分

は
休
止

●
絵
本
と
お
は
な
し
の
へ
や

　
読
み
語
り
ジ
ャ
ッ
ク
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

や
大
き
な
絵
本
な
ど
を
使
っ
た
、

お
は
な
し
会
で
す
。

時
８
月
９
日
㊏

午
後
２
時
～
２

時
40
分

直
江
津
図
書
館 

「
真
夏
の
こ
わ
い
お
は
な
し
会
」

　
怪
談
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、

怖
い
お
話
の
朗

読
な
ど
を
行
い

ま
す
。

時
８
月
10
日
㊐
午
後
４
時
～
４
時

30
分　
所
問
直

江
津
図
書
館

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
３
２

３
２
）

小
川
未
明
顕
彰
会　
特
別
講
演
会 

「
同
時
代
か
ら
見
る
太
宰
治『
人
間
失
格
』」

　
太
宰
治
の
『
人
間
失
格
』
は
、

作
者
の
人
生
が
強
く
反
映
さ
れ
た

遺
書
と
読
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

作
品
が
発
表
さ
れ
た
同
時
代
の
中

で
見
る
と
別
の
魅
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
坂
口
安あ

ん

吾ご

や
石
川
淳じ

ゅ
ん

ら
に
も
触
れ
な
が
ら
、

そ
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

時
９
月
６
日
㊏
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
町
家
交
流
館
高
田
小
町　

定
60
人
（
申
込
順
）　
講
若
松
伸し

ん

哉や

さ
ん
（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）　

申
８
月
６
日
㊌
以
降
に
小
川
未
明

文
学
館
（
☎
０
２
５
・
５
２
３
・

１
０
８
３
）　
問
未
明
顕
彰
会（
事

務
局
＝
文
化
振

興
課
、
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
６
２
８
）

岡
沢
拠
点
収
蔵
施
設
の 

一
般
公
開

　
歴
史
博
物
館
が
収
蔵
す
る
、
国

重
要
有
形
民
俗
文
化
財「
ど
ぶ
ね
」

ほ
か
約
３
万
点
の
民
俗
資
料
を
見

学
で
き
ま
す
。

時
８
月
９
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

４
時　
所
岡
沢
拠
点
収
蔵
施
設（
旧

岡
沢
小
学
校
、
中
郷
区
岡
沢
４
６

９
）　

問
歴
史

博
物
館
（
☎
０

２
５・５
２
４・

３
１
２
０
）

企
画
展「
戦
後
80
年 

上
越
と
戦
争
の
記
憶
」

　
戦
後
80
年

の
節
目
に
改

め
て
上
越
地

域
の
個
人
と

地
域
社
会
が

経
験
し
た

「
戦
争
の
記
憶
」
に
つ
い
て
振
り

返
る
展
覧
会
で
す
。

時
10
月
13
日
㊊
・
㊗
ま
で
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時　
※
休
館
日
＝

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、

祝
日
の
翌
日
、
8
月
11
日
㊊
・

㊗（
8
月
18
日
㊊
は
開
館
）　
費
一

般
５
１
０
円
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生
２
６
０
円　
※
幼
児
お
よ
び

市
内
の
小
・
中
学
生
は
入
館
無
料　

他「
山
鳥
毛
」
の
展
示
期
間
中
は

常
設
展
の
観
覧
が
で
き
ま
せ
ん　

所
問
歴
史
博
物

館（
☎
０
２
５・

５
２
４
・
３
１

２
０
）

第
23
回
上
越
市
民
親
善 

ゴ
ル
フ
大
会

時
９
月
28
日
㊐　

所
赤
倉
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
、
ア
パ

リ
ゾ
ー
ト
上
越

妙
高
の
森
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
、
松
ヶ
峯
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
、
妙
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
妙
高
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、

妙
高
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
、
米
山
水
源
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ　
定
１
会
場
80
人
（
申
込
順
）　

費
２
５
０
０
円（
プ
レ
ー
代
別
途
）　

申
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

９
月
１
日
㊊
ま
で
に
各
ゴ
ル
フ
場　

問
上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

（
☎
０
２
５
・

５
２
５
・
４
１

１
９
）

上
越
―
健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
Ｊ-

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）教
室

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
ほ
か
、
自

身
の
体
組
成
と
運
動
機
能
を
測
定

し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
や
肥
満
の

予
防
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

時
９
月
３
日
～
10
月
22
日
の
間
の

毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
（
初
回
の
み

正
午
ま
で
）　
所
上
越
市
総
合
体

育
館　
対
20
歳
以
上
の
市
民　
定

30
人
（
抽
選
）　
費
２
千
円　
申

問
８
月
20
日
㊌
ま
で
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
０

２
５
・
５
４
５
・
９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

「
第
２
回
提
供
会
員
養
成
講
座
」

　
子
育
て
を
応
援

す
る
提
供
会
員
と

し
て
必
要
な
知
識

を
学
ぶ
、
全
４
日

間
の
講
座
で
す
。

講
座
終
了
後
、
子

ど
も
の
預
か
り
や

送
迎
な
ど
を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

時
９
月
１
日
㊊
、５
日
㊎
、８
日
㊊
、

10
日
㊌
午
前
９
時
～
正
午
（
１
日

㊊
の
み
11
時
30
分
ま
で
）　
所
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ　
定
30
人
（
抽
選
）　

申
問
８
月
24
日
㊐
ま
で
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５
・
５
２
１
・
４
０
１
０
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
～
就

園
前　
定
５
人
（
抽
選
）

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは
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第
42
回
上
越
市 

フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
大
会

　
町
内
会
、
小
・
中
学
校
区
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど

の
単
位
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
16
日
㊐
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
50
分　
所
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
上
越　
対
市
民　
費
１

チ
ー
ム
２
千
円　
申
問
９
月
30
日

㊋
ま
で
に
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
、

fa
m

ily
-

tsunahiki@
city.joetsu.
lg.jp

）
正
善
寺
工
房
「
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
み
ょ
う
が
の
葉
団
子
作
り
教
室

時
８
月
６
日
㊌

午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
美
文
字
教
室

時
８
月
９
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

費
１
５
０
０
円

●
親
子
で
パ
ン
作
り
教
室

時
８
月
23
日
㊏
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
８
月
27
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
本
格
洋
菓
子
作
り
教
室

時
９
月
８
日
㊊
午

前
９
時
30
分
～

費
３
０
０
０
円

上
越
科
学
館
の
も
よ
お
し

申
問
上
越
科
学
館
（
☎
０
２
５
・

５
４
４
・
３
９
３
９
）

●
標
本
相
談
室

　
専
門
家
が
標
本
作
製
や
昆
虫
・

植
物
の
名
前
調
べ
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

時
８
月
９
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

４
時　
対
小
学
生
以
上　
費
無
料

（
館
内
を
見
学
す
る
場
合
は
入
館

料
が
必
要
）

●
教
員
の
た
め
の
科
学
館
の
日

　
学
校
の
先
生
な
ど
に
学
習
資
源

と
し
て
の
科
学
館
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
体
験

メ
ニ
ュ
ー
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

時
８
月
23
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

６
時
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
＝
午

後
１
時
～
４
時（
予
定
））　
対
教

職
員
、幼
稚
園
教
諭
、保
育
士
、教

員
を
目
指
す
学
生
、
そ
の
他
教
育

関
係
者　
他
教
員

な
ど
の
身
分
証
明

証
が
必
要

蒸
気
機
関
車
Ｄ
51-

75
を
み
が
こ
う 

保
存
清
掃
活
動

　
新
潟
県
鉄

道
発
祥
の
地

で
あ
る
直
江

津
を
知
り
、

日
本
の
近
代

化
を
支
え
た

「
陸
の
王
者
Ｄ
51
」
に
触
れ
て
親

し
み
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
清
掃
の

ほ
か
、
Ｏ
Ｂ
会
員
に
よ
る
Ｓ
Ｌ
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

時
８
月
10
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午　

所
五
智
交
通
公
園　

Ｄ
51-

75
前　

他
少
雨
決
行
、
作
業
が
で
き
る
服

装
お
よ
び
マ
ス
ク
着
用
で
参
加　

問
東
日
本
鉄
道
㈱
Ｏ
Ｂ
会
直
江
津

支
部
の
牛
木
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

２
５
２
７
・
９
７
８
６
）

認
知
症
を
し
ろ
う 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

時
所
①
８
月
23
日
㊏
午
前
10
時
～

11
時
30
分
・
ス
ー
パ
ー
イ
チ
コ
高

田
南
店　
②
８
月
29
日
㊎
午
後
２

時
～
３
時
30
分
・
清
里
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ　
③
９
月
10
日
㊌
午

後
2
時
～
3
時
30
分
・
町
家
交
流

館
高
田
小
町　
定
20
人（
申
込
順
）　

申
①
８
月
８
日
㊎
～
22
日
㊎　
②

８
月
14
日
㊍
～
28
日
㊍　
③
８
月

26
日
㊋
～
９
月
９
日
㊋　
問
上
越

市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉

課（
☎
０
２
５・

５
２
６
・
１
５

１
５
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の

人
や
介
護
家

族
、
認
知
症

の
介
護
に
関

心
が
あ
る
人

を
対
象
に
情

報
交
換
を
行

う
ほ
か
、
認

知
症
や
介
護
に
関
す
る
悩
み
な
ど

を
共
有
し
ま
す
。

時
８
月
16
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
費

２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区
の

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

若
く
し
て
認
知
症
に 

な
ら
れ
た
方
の
家
族
教
室

　
家
族
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

時
の
対
応
方
法
を
専
門
職
か
ら
学

ぶ
と
と
も
に
、
日
々
の
疑
問
や
悩

み
を
語
り
合

い
ま
す
。

時
①
９
月
９

日
㊋
＝
西
田

公き
み

彦ひ
こ

医
師
に

よ
る
認
知
症

の
お
は
な
し　

②
10
月
８
日
㊌
＝
診
断
は
支
援
の

始
ま
り　
③
11
月
10
日
㊊
＝
が
ん

ば
り
す
ぎ
な
い
！　
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～
３
時　
所
高
田
西

城
病
院　
定
10
人
程
度（
申
込
順
）　

申
問
８
月
５
日
㊋
～
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
高
田
西
城
病
院
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

０
・
７
８
０
１
・
７
５
３
３
）

私
は
私
ら
し
く
歩
い
て
行
こ
う
！

「
い
つ
で
も
カ
フ
ェ
」

　
暮
ら
し
の

こ
と
、
か
ら

だ
や
心
の
こ

と
な
ど
、
一

緒
に
お
話
し

し
ま
せ
ん
か
。

時
８
月
27
日
㊌
午
前
10
時
～
正
午　

所
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
上

越
店　
定
15
人
（
申
込
順
）　
費

無
料
（
飲
み
物
は
各
自
店
内
で
購

入
）　
申
問
８
月
５
日
㊋
～
26
日

㊋
に
リ
ボ
ー
ン
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
３
０
・

７
８
０
２
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越 

第
２
期
水
泳
教
室

　
コ
ー
ス
名
や
開
催
日
、
定
員
、

受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
８
月
５
日

㊋
以
降
に
往

復
は
が
き
ま

た
は
直
接
窓

口
で
（
申
込

順
）
問
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越
（
☎

０
２
５
・
５

４
４
・
２
１

２
２
）

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル 

第
２
期
大
人・子
供
水
泳
教
室

時
９
月
４
日
㊍
～
12
月
23
日
㊋　

申
７
月
24
日
㊍
～
８
月
12
日
㊋

（
抽
選
）　
問
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

プ
ー
ル
（
☎

０
２
５
・
５

２
４
・
３
１

３
０
）

秋
季 

初
中
級
テ
ニ
ス
教
室

時
８
月
27
日
～
11
月
12
日
の
水
曜

日
、
午
後
７
時
～
９
時
（
９
月

24
日
㊌
、
10
月
１
日
㊌
を
除
く
、

全
10
回
）　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
上
越　
対
18
歳
以
上　
定
30
人

（
抽
選
）　
費
９
千
円
（
保
険
料
込

み
）　
他
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い

な
い
人
に
は
貸
し
出
し　
申
問
８

月
18
日
㊊
ま
で
に
往
復
は
が
き
ま

た
は
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
上

越
市
テ
ニ
ス
協

会
の
植
木
さ
ん

（
〒
943
・
0834�

西

城
町
２
・
４
・

８
、
☎
０
２

５
・
５
２
６
・

１
８
３
７
、

tatsuchi@
them

is.ocn.
ne.jp

）
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
会

　
全
身
の
筋
力

と
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
身
に
つ
く

知
的
な
ス
ポ
ー

ツ
「
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
」
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

時
９
月
６
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午

所
柿
崎
総
合
体
育
館
（
か
き
ざ
き

ド
ー
ム
）　
対
小
・
中
学
生　
定

10
人
（
抽
選
）　
他
運
動
の
で
き

る
服
装
（
長
ズ
ボ
ン
推
奨
）
で
、

爪
は
短
く
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
室

内
用
運
動
靴
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な

ど
を
持
参
。
保
護
者
の
付
き
添
い

が
必
要
で
す　
申
問
８
月
31
日
㊐

ま
で
に
上
越
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
（

joetsu.scc@
gm
ail.com

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か

ら花
市

　
高
田
地
区

と
直
江
津
地

区
で
、
お
盆

用
の
花
を
扱

う
花
市
を
開

催
し
ま
す
。

時
所
○
高
田

地
区
（
本
町

５
丁
目
地
内
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

歩
道
）
＝
８
月
12
日
㊋
午
後
１
時

～
５
時　
○
直
江
津
地
区
（
中
央

２
・
３
丁
目
地
内
三
八
通
り
）
＝

８
月
12
日
㊋
午
後
３
時
～
６
時　

※
無
く
な
り
次
第
終
了　
問
○
高

田
地
区
＝
本
町
５
丁
目
商
店
街
振

興
組
合
（
☎
０
２
５
・
５
２
４
・

４
７
６
１
）　

○
直
江
津
地
区
＝

直
江
津
三
八
市
場
振
興
会
（
☎
０

２
５
・
５
４
３
・
２
１
８
３
）

牧
区
泉
地
区 

「
棚
田
の
き
ら
め
き
２
０
２
５
」

　
牧
区
泉
地

区
の
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
棚

田
に
、
約
２

千
個
の
ラ
イ

ト
が
灯
り
ま

す
。
静
寂
の

中
で
赤
、緑
、

黄
、
青
の
４

色
に
き
ら
め
く
ラ
イ
ト
の
灯
り
、

虫
の
音
、
満
天
の
星
空
を
、
棚
田

テ
ラ
ス
や
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
か
ら

鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

時
７
月
26
日
㊏
～
８
月
30
日
㊏
の

毎
日
、
午
後
７
時
～
11
時
ご
ろ　

所
牧
区
泉
地
区
の
棚
田　
他
市
道

東
頸
城
幹
線
沿
い
に
駐
車
場
が
あ

り
ま
す　
問
開
催
期
間
中
に
泉
町

内
会
の
横
尾

さ
ん
（
☎
０

９
０
・
８
０

０
７
・
５
５

３
６
）

「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

文
化
講
演
会

　
落
語
家
の

林
家
染そ

め
二じ

さ

ん
に
よ
る
講

演
と
落
語
の

二
部
構
成
で
す
。
笑
い
と
健
康
の

結
び
付
き
や
笑
い
を
つ
む
ぐ
落
語

家
の
奮
闘
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

時
10
月
４
日
㊏
午
後
２
時
～　
所

ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希
望
館　
定

４
５
０
人（
抽
選
）　
申
８
月
25
日

㊊
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
チ
ラ
シ

に
印
刷
さ
れ
た
専
用
は
が
き
ま
た

は
郵
便
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、年
齢
、必
要
枚
数
（
２

枚
ま
で
）
を
記
入
の
上
、
郵
送　

問
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
振
興
財
団

（
☎
０
２
５
・
５
３
０
・
２
７
７

１
、
〒
942
・
0192�

頸
城
区
百
間
町

６
３
６
番
地
）

鵜
の
浜
人
魚
館
健
康
教
室

　
８
月
20
日
㊌

か
ら
、
大
人
向

け
の
水
泳
や
ヨ

ガ
、
ト
ラ
ン
ポ

ビ
ク
ス
な
ど
の

健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
教

室
名
、
日
程
、
参
加
費
、
定
員
な

ど
詳
し
く
は
人
魚
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
８
月
６
日
㊌
午
前
10
時
30
分

以
降
に
鵜
の
浜

人
魚
館（
☎
０

２
５・５
３
４・

６
２
１
１
）

詳しくは詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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夏
の
ふ
る
さ
と
探
検

　
路
線
バ
ス
に
乗

り
、
桑
取
谷
へ
行

き
ま
す
。
水
辺
で

生
き
物
探
し
や
火

起
こ
し
、
ピ
ザ
づ

く
り
な
ど
楽
し
い

夏
休
み
の
思
い
出
を
作
り
ま
す
。

時
８
月
24
日
㊐
午
前
７
時
30
分
～

午
後
５
時　
所
く
わ
ど
り
市
民
の

森
（
集
合
＝
直
江
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
バ
ス
停
）　
対
小
学

生　
定
15
人
（
申
込
順
）　
費
３

千
円
（
バ
ス
代
な
ど
別
途
）　
申

問
８
月
６
日
㊌
以
降
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽

部
（
☎
０
２

５・５
４
１・

２
６
０
２
）

現
役
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
教
え
る

「
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
座
」

　
Ｉ
Ｔ
パ
ス

ポ
ー
ト
の
受

験
に
必
要
な

知
識
を
身
に

付
け
ま
す
。

時
９
月
10
日

㊌
～
12
月
19
日
㊎
の
月
曜
日
、
水

曜
日
、
金
曜
日
午
後
６
時
30
分
～

８
時
（
全
40
回
）　
定
20
人
程
度

（
申
込
順
）　
費
１
万
円
※
高
校
生

以
下
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）　

所
申
問
８
月
８
日
㊎
～
９
月
５
日

㊎
の
間
に
上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー

ル（
☎
０
２
５・

５
２
３
・
２
６

９
０
）

読
み
語
り
講
座

　
初
心
者
向

け
に
、
発
声

か
ら
実
演
ま

で
を
学
べ
ま

す
。

時
８
月
26
日
㊋
、
９
月
２
日
㊋
、

９
日
㊋
の
午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
全
３
回
）　
所
高
田
図
書
館　
定

15
人
（
申
込
順
・
３
回
受
講
す
る

人
を
優
先
）　
申
問
８
月
４
日
㊊

～
15
日
㊎
の
間
に
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
受
講
日
、
読
み
聞
か
せ
活

動
の
経
験
の
有
無
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
郵
送
で
読

み
語
り
ジ
ャ
ッ
ク
の
会
の
高
野
さ 

ん
（
☎
・
FAX
０
２
５
・
５
２
２
・

１
９
４
６
、
〒
943
・
0826 

幸
町
11
・ 

12
）軽

度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）を
正
し
く
知
ろ
う 

～
見
逃
さ
な
い
で
！
Ｍ
Ｃ
Ｉ
～

　
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

時
９
月
６
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

２
時
40
分　
所

市
民
プ
ラ
ザ　

講
坂
井
健
二
さ

ん
（
上
越
総
合

病
院
）、
手
塚

敏
之
さ
ん
（
新

潟
県
立
中
央
病
院
）、
西
田
公
彦

さ
ん
（
高
田
西
城
病
院
）、
総
合

司
会　
田
部
浩
行
さ
ん
（
新
潟
県

立
中
央
病
院
）　
申
問
８
月
31
日

㊐
ま
で
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
氏
名
、

年
齢
、
参
加
人
数
を
エ
ー
ザ
イ
㈱

長
岡
オ
フ
ィ
ス
（
FAX
０
２
５
・
８

３
６
・
９
２
３
１
）、
電
話
で
の

申
し
込
み
は
８
月
18
日
㊊
～
29
日

㊎
の
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２

時
～
５
時（
土
日
を
除
く
）に
エ
ー

ザ
イ
㈱
の
小
林
さ
ん（
☎
０
９
０・

７
６
３
３
・
２
５
８
９
）

救
命
講
習

所
上
越
地
域
消

防
局　
定
30
人

（
申
込
順
）　
申

問
上
越
消
防
署

（
☎
０
２
５
・

５
４
４
・
０
１

１
９
）

●
普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
、
止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
９
月
７
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

申
８
月
18
日
㊊
～
24
日
㊐

●
上
級
救
命
講
習

　
乳
児
、
小
児
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
、
異
物
除
去
、
止
血
法
お
よ
び

搬
送
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
９
月
13
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分　
申
８
月
25
日
㊊
～
31

日
㊐上

越
教
育
大
学
公
開
講
座

　
講
座
日
程

や
申
込
受
付

期
間
な
ど
、

詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
８
月
申
し
込
み
の
公
開
講
座

①
日
本
国
憲
法
の
現
状
―
ま
ず
は

等
身
大
に
憲
法
を
見
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
よ
う
―　
②
Ｊ
・Ｓ・バ
ッ

ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
を
歌
お
う

対
①
高
校
生
、一
般　
②
中
学
生
、

高
校
生
、
一
般　
費
①
②
と
も
に

高
校
生
以
下
３
６
０
０
円
、
一

般
７
２
０
０
円　
申
問
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
上
越
教
育
大
学
研
究

連
携
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
１
・

３
６
６
５
、
FAX

０
２
５
・
５
２

１・３
６
２
１
、

c
h

iik
i@

juen.ac.jp

）

ワ
ー
ク
パ
ル
上
越 

「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」 

後
期
受
講
生
募
集

●
簡
単
お
菓
子
作
り

時
９
月
５
日
㊎
、

10
月
３
日
㊎
、
11

月
７
日
㊎
、
12
月

５
日
㊎
の
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30

分（
全
４
回
）　
費
１
万
７
０
０
円

（
食
材
費
込
み
）　
講
髙
橋
道
代

さ
ん　
対
上
越
地
域
在
住
の
18
歳

以
上
の
人　
定
15
人
（
申
込
順
）　

申
８
月
６
日
㊌
以
降
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
電
話
、
ワ
ー
ク
パ

ル
上
越
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　
問
ワ
ー

ク
パ
ル
上
越

（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
５

１
１
１
）

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

○
ワ
ー
ド
基
礎

○
エ
ク
セ
ル
基
礎

○
ア
ク
セ
ス
基
礎

○
危
険
物
（
乙
種
第
４
類
）

申
問
上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
☎

０
２
５
・
５

２
３
・
２
６

９
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは
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●港の働きを知ろう
　地域の産業やくらし
を支える直江津港と海
に関わる仕事を紹介し
ます。直江津海陸運送
㈱による世界とつなが
る港での貨物の積み下
ろし業務の紹介のほか、午前の回は日本海曳船㈱に
よるタグボート（写真）のデモンストレーション、
午後の回は佐渡汽船㈱のカーフェリー「こがね丸」
の船内見学を行います。
時８月20日㊌　午前の回＝９時15分～11時30分、

午後の回＝１時～３時30分　定各回20人（抽選）
申８月４日㊊まで
●海上保安官の仕事を知ろう
　人命救助の第一線で
活躍する海上保安官の
仕事を学ぶとともに、
上越海上保安署の巡視
艇「たつぎり」の乗船
体験を行います。
時９月６日㊏　午前の回＝９時15分～11時40分、
午後の回＝１時45分～４時10分
定各回10人（抽選）　申８月18日㊊まで

所集合場所＝直江津港佐渡汽船ターミナル（港町１）　対小学４年生以上（小学生は保護者の同伴 
が必要）　費100円（保険料相当）　申希望する回、氏名（フリガナ）、年齢、郵便番号、住所、電話番号、
メールアドレスを明記の上、市ホームページの応募フォーム、メールまたはファクシミリで産業立
地課
※天候などにより、内容を変更または中止する場合があります。
※今後、さまざまなテーマで見学会を開催する予定です。詳細が決まり次第、順次ご案内します。

直江津港見学会�
申  問  産業立地課（☎025-520-5737 FAX025-520-5852、 naoetsu-port@city.joetsu.lg.jp）

詳しくは

●ぷちベビー健康プラザ
　体重計測や個別相談、お
しゃべり情報交換などを行
います。赤ちゃんとの初め
てのお出かけに、ぜひご参
加ください。
時８月24日㊐午前10時30分～正午　所市民プラザ　
対妊娠中の人または２カ月～５カ月の子とその保護
者　定15組（抽選）　申８月14日㊍まで
●赤ちゃんと一緒 BP（ベビープログラム）講座
　初めて子育てを行う母親を対象に、赤ちゃんと一
緒に楽しく学べる講座です。
時８月28日～９月18日の毎週木曜日、午前10時
～正午（全４回）　所市民プラザ　対令和７年４月
～６月生まれの第１子とその母親　定12組（抽選）　
費1,100円（テキスト代）　申８月15日㊎まで

●子育てで一番大切なこと
　子育てには楽しいことも大変なこともあります。
認定子育てHAT（ハット）マイスターと一緒に考
えてみませんか。
時 ９月３日㊌午前10時～正午　 所 市民プラザ　 
対 就 学 前 の 子 ど も の 保 護 者　 定15人（ 抽 選 ）　 
申８月20日㊌まで（保育ルーム含む）

保育ルームあり 対６カ月以上～就園前　定15人（抽
選）
●すくすくプラザ第２期（全３回）
時①こどもの食事どうしてる？＝９月17日㊌　②
何をして遊んでいるの？＝10月１日㊌　③これか
ら何が心配？＝10月８日㊌　いずれも午前10時～
11時　所オーレンプラザこどもセンター　対令和
６年５月～８月生まれの子とその保護者　定15組（抽
選）　申８月27日㊌まで

こどもセンターのもよおし�  申 �問  オーレンプラザこどもセンター（☎025-525-0355）
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じょうえつ歴史講座�  申 �問  文化行政課（☎025-545-9269）

日本赤十字社のもよおし�

●入門編「ここまでわかった吹上遺跡・釜蓋遺跡」
　吹上遺跡や釜蓋遺跡について、学芸員が分かりや
すくお話しします。終了後、「参加者同士の語り合い」

（希望者のみ）を行います。
時８月30日㊏座学＝午前９時30分～10時30分　
語り合い＝午前10時40分～11時20分　所釜蓋遺
跡ガイダンス
●現地見学編「斐太遺跡群を巡る」
　日本海側と長野方面を結ぶ交点だった斐太遺跡群
を訪れます。（集合場所からバスで移動）

時９月６日㊏午前９時～正午　所釜蓋遺跡ガイダン
ス集合　定20人（申込順）　申８月25日㊊以降に電話
●出土品の展示・展示案内編「柿崎区のお宝」
　柿崎区鍋屋町遺跡の出土品の展示案内を開催しま
す。案内終了後、「参加者同士の語り合い」（希望者
のみ）を行います。
時８月９日㊏展示案内＝午
前10時～10時30分、語り
合い＝午前10時30分～11
時　所柿崎区総合事務所

●救急法講習会
　応急手当などの知識と技術を学びます。全時間に
出席し、検定に合格した人には、認定証を交付します。
●基礎講習
時①８月31日㊐、②11月16日㊐のいずれも午後
１時～５時　所市民プラザ　対15歳以上　定20人

（申込順）　費1,500円　申問①８月４
日㊊～24日㊐、②10月20日㊊～11
月９日㊐の間に福祉課（☎025-520-
5845）※日赤新潟県支部ホームペー

ジからも申し込みができます
●幼児安全法支援員養成講習会
　子どもを大切に育てるために、乳幼児に起こりや
すい事故の防止とその手当、かかりやすい病気とそ
の症状に対する看病の知識と技術を学びます。
時10月４日㊏、５日㊐午前９時～午後５時　所市
民プラザ　対15歳以上　定20人（申
込順）　費2,200円　申 問８月12日㊋ 
～９月16日㊋に福祉課（☎025-520-
5845）

●保護者として知っておきたい
　わが子のこころとからだの守り方
　わが子の「いつかやってくるその
時」に対する姿勢や関わり方を考え
ます。大人が正しい性の知識を学び、
家庭でできることをみつけましょう。
今回は夏休み中の小学生もお預かり
します。
時８月22日㊎午前10時～正午　所市民プラザ　定
20人（申込順）　講霜鳥めぐみさん（保健師）　

保育ルームあり 対６カ月以上～小学生　定未就学児
７人、小学生５人（申込順）　申８月12日㊋まで

●私たちはここにいます―性的少数者の声に学ぶ－
　多様な性について考えます。多様な
性を持つ人々が存在し、そのすべての
人には守られるべき人権があります。
男性・女性だけでは語れない性のあり
方について、誤解や固定的な考えを見
直し、正しい理解を深めてみませんか。
時９月６日㊏午後１時30分～４時　所市民プラザ　
定80人（申込順）　講セクシュアルマイ
ノリティ新潟県生徒交流会の皆さん

保育ルームあり 対６カ月以上～就学前　
定７人（申込順）　申８月27日㊌まで

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは

男女共同参画推進センター講座�
 申  問  ８月４日㊊以降に男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）
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●プラネタリウム上映
時８月25日㊊までは毎日上映　費一般620円、小・
中学生410円
○その日の星空生解説
　毎日少しずつ変わる星空を生で解説するほか、今
年度の新番組「宇宙への第一歩」をはじめ６番組の
中から、時間帯により１日につき２～４番組を上映
します。
○あなただけのプラネタリウム
　自分が生まれた日や10万年後の星空、南極や宇
宙空間から見た星空などを貸し切り状態で投影しま
す。２人以上で利用できます。
時イベントのない平日または土曜日の午後４時10
分～５時　申希望日の１週間前までに申し込み

●夜間観望会
　県内最大の65cm大型望遠鏡を用いての夏の天体
観察や肉眼での星座探しのほか、８月12日㊋前後
にはペルセウス座流星群の観察も行います。
時８月１日㊎～16日㊏、22日㊎、23日㊏、29日㊎、
30日㊏の午後７時～10時（晴天時のみ実施、随時
参加可能）　費一般460円、小・中学生310円（当日、
昼間に入館された人は無料）
●スターフェスティバル2025
　上記プラネタリウム上映や夜間観望会に加えて、
星空コンサートや天文講演会、
天文工作教室など盛りだくさ
んな内容で実施します。
時８月13日㊌～15日㊎

移住に関するもよおし�

オーレンプラザのもよおし� 申 �問  オーレンプラザ（☎025-525-1311）

　上越市に移住を考えている人を対象とした相談会・
セミナーです。市外にお住まいのご家族や知り合い
にご案内ください。
所WEB会議システム「Zoom」を使用しオンライン
で開催　対Ｕ・Ｉターンを検討している人　申問８
月18日㊊までに多文化共生課（☎025-520-5674）
●Ｕ・Ｉターン個別オンライン相談会
　仕事を中心とした移住全般に関する相談をお受け
します。
時８月23日㊏午前10時～午後５時（１組45分間）　

定６組程度※定員を超えた場合は調整　
他相談時刻などは申込者に直接お知ら
せします
●移住オンラインセミナー
　「私たちが上越市への移住で叶えた自分らしい「暮

らし」」
　先輩移住者から上越市の暮らしや経
験談などについて、お話しいただくほ
か、参加者からの質問にお答えします。
時８月24日㊐午前11時～正午

●音楽で人と人とをつなぐ「オーレンピアノコンサート」
　４月から７月までの「オーレン
ピアノ」参加者による、今年１回
目のコンサートを開催します。ス
テージ中央には、多くのプロピア
ニストが愛でるフルコンサートピ
アノ「ヤマハCFX」。ソロ演奏だ
けでなく歌や楽器とのコラボ演奏も楽しめます。
時８月３日㊐午後１時30分～４時30分（開場・ウ
エルカム演奏＝午後１時）

●上越のバンド夏フェス「ミュージックファン“オーレ”」
　市内を中心に活動する一般と高校生バンドが出演
します。音響と照明が渦巻くホールでロックはもち
ろん、スカ、ジャズ、Ｊポップなど、多様なジャン
ルのミュージックを一日中楽しめます。椅子席のほか、
スタンディングスペースで間近にバンドを体感する
こともできます。
時８月24日㊐午前10時～午
後３時45分（開場＝午前９
時30分）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

上越清里星のふるさと館のもよおし� 申 �問  上越清里星のふるさと館（☎025-528-7227）

詳しくは
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●８月の木工作「コロコロ迷路作り」
　木の枝や木の実を板に貼り付
け、ビー玉が転がる迷路を作り
ます。
時８月の土・日曜日、祝日、お
盆（13日～15日）の午前10時
～午後４時　所くわどり市民の
森管理棟　費300円
●秋の植物観察会
　秋の植物を観察しながら、仲
秋の森を散策します。
時９月14日㊐午前９時～午後
３時30分　所くわどり市民の
森（集合＝くわどり湯ったり村
駐車場）　定20人（申込順）※小学生以下は保護者
の同伴が必要　費500円※未就学児無料　講谷友和
さん（上越教育大学准教授）　申８月６日㊌以降

●秋の昆虫観察会＋ミニ工作体験
　市民の森に生息する昆虫を採集して、観察します。
観察した後に木工作体験もします。
時９月15日㊊・㊗午前９時～正午　所くわどり市
民の森（集合＝くわどり湯ったり村駐車場）　定15
人（申込順）※小学生以下は保護者の同伴が必要　
費500円※未就学児無料　申８月６日㊌以降
●森の定例ウォーク
　自然観察や健康促進、リフレッシュを目的とした
ウォーキングをします。
時９月５日㊎午前９時～正午　定10人（申込順）　
費300円　申８月６日㊌以降
●無料送迎バス運行中
　くわどり湯ったり村と市民の森管理棟
を往復する無料送迎バスを運行しています。
時土・日曜日、祝日、お盆（13日～15日）の
午前10時～午後４時※１時間おきに運行

詳しくは

くわどり市民の森のもよおし�  申 �問  くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）

●小野リサwith宮本貴
たか

奈
な

　ボサノバの女王・小野リサと国内外で活躍する宮
本貴奈のスペシャルライブです。
時８月11日㊊・㊗午後３時開演　費4,500円（チケッ
ト発売中）
●オーケストラ・アンサンブル金沢　上越公演
　国内外で活躍する指揮者広

ひろ
上
かみ

淳
じゅん

一
いち

が、ベートーヴェ
ン中期の二大傑作を奏でます。ピアノ協奏曲第５番「皇
帝」では、今回の来日が日本デビューとなる25歳の
若き新星・トム・ボローがソロを務めます。
　交響曲第6番「田園」では、ウィーンの森をこよ
なく愛したベートーヴェンの自然賛歌が奏でられます。
時９月26日㊎午後６時30分開演　費Ｓ席6,000円　
Ａ席5,000円（チケット発売中）※子ども無料招待、
保護者半額券あり。詳しくは、問い合わせてくださ
い
●それいけ！アンパンマン　ミュージカル
　おもちゃの国とみんなのたからもの
　アンパンマンと仲間たちに会いに来てください。

時10月26日 ㊐
① 午 前10時30
分開演、②午後
１ 時30分 開 演　
費3,600円（ チ
ケットについて
は問い合わせて
ください）　※
３歳以上有料、
２歳以下は保護者１人につき１人ひざ上鑑賞可。た
だし、お席が必要なお子様は有料
●BUN BUN PARADE 2025
　ー音楽フェス、はじめます。
　上越文化会館初となる音楽フェスを開催します。
音楽フェスやライブシーンの第一線で活躍するメ
ジャーアーティストが大集結します。
時11月16日㊐午後３時開演　費9,500円（チケッ
トについては問い合わせてください）　他出演＝
PUFFY、のん、ヒグチアイ、崎山蒼志、サバシスター

上越文化会館のもよおし� 申 �問  上越文化会館（☎025-525-4103）

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
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●エコもっとFree
　うみがたりのスタッ
フと一緒に海岸清掃活
動を行う環境学習プロ
グラム。マイクロプラ
スチックの採取や漂着
物の解説のほか、それ
らが生きものに与える影響についても学べます。
時８月３日㊐午後４時～（30分程度）　所船見公園
●すみっコぐらしすいぞくかん×上越市立水族博物

館 うみがたり
人気キャラクター「すみっコぐらし」とのコラボレー

ション企画を開催中で
す。「すみっコぐらし」
の世界観を楽しみなが
ら館内をめぐり、『う
みがたり』の生きもの
の魅力を新たに発見で
きます。
時９月23日㊋・㊗まで
●開館時間を変更します
　下記期間は開館時間を変更し、より長
い時間ご利用いただけます。
時８月24日㊐まで午前９時～午後６時

詳しくは

アース・セレブレーション
～佐渡の自然を舞台にした音楽・文化交流の国際フェスティバル～

　今年で38年目を迎える歴史ある野外フェスティバル「アース・セレブレーション（EC）」。
　メインイベント「ハーバーコンサート」は、三夜連続で開催されます。第二夜では
シシド・カフカさん率いる「el tempo」をゲストに迎え、「鼓童」とコラボレーショ
ンし、即興で奏でるエネルギッシュな音楽をお届けします。個性が際立つステージを
夜毎お楽しみください。
　開催地の小木町地区は、令和６年８月に重要伝統的建造物群保存地区に選定され、
北前船の寄港地として繁栄した当時の町並みが残るエリアです。エリア内の城山公園
には期間中キャンプサイトを設置し、星空とフェスティバルの雰囲気を
存分に味わえます。
時８月22日㊎～24日㊐　所佐渡市小木地区　問アース・セレブレーショ
ン実行委員会（鼓童文化財団内、☎0259-81-4100）

集客プロモーション
パートナー都市 新 潟県佐渡市 からのお知らせ

上越市立水族博物館「うみがたり」のもよおし�
所  問  上越市立水族博物館（☎025-543-2449、 info@umigatari.jp）

詳しくは

上
越
市
シ
ニ
ア
作
品
展
の
作
品

　
出
品
は
１
人
１
点
ま
で
で
す
。

作
品
展
は
10
月
16
日
㊍
か
ら
19
日

㊐
ま
で
、
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
開

催
し
ま
す
。

対
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者　
申

出
品
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
８
月
29
日
㊎
ま
で
に
高
齢
者

支
援
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
７
０
８
）
へ
。
出
品
申
込
書
は

申
込
先
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

空
き
家
等
対
策
協
議
会
委
員

　
空
き
家
対
策
に
関
す
る
検
討
を

行
う
ほ
か
、「
特
定
空
き
家
等
」

の
認
定
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
お

聞
き
し
ま
す
。

時
平
日
、
年
３
回
程
度　
対
18
歳

以
上
の
市
民
（
高
校
生
を
除
く
）　

定
１
人　
他
○
報
酬
＝
１
回
５
千

円
（
交
通
費
別
途
）　

○
選
考
方

法
＝
応
募
動
機
、
活
動
実
績
な
ど

を
考
慮　
申
問
８
月
15
日
㊎
（
必

着
）
ま
で
に
建

築
住
宅
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
８
６
）

募
　
集詳しくは詳しくは

Ⓒ2025 SAN-X CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED
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第
54
回
上
越
市
美
術
展
覧
会

の
作
品

　
10
月
５
日
㊐
～
13
日
㊊
・
㊗
に

開
催
す
る
上
越
市
美
術
展
覧
会（
市

展
）
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
（
各

部
門
１
人
２
点
ま
で
）。
作
品
の

搬
入
と
合
わ
せ
て
申
込
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
要
項
、

申
込
書
類
は
社
会
教
育
課
（
教
育

プ
ラ
ザ
）、市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
、

各
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出
張
所

な
ど
に
あ
り
ま
す
。

費
各
部
門
１
点
２
千
円
（
令
和
８

年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
以
下
の

人
は
１
点
５
０
０
円
）　
問
社
会

教
育
課
（
☎
０

２
５・５
４
５・

９
２
５
４
）

霊
園
の
墓
地
使
用
者

　
い
ず
れ
も
管
理
料
は
年
額
２
千

円（
今
年
度
分
は
月
割
り
額
）で
、

申
込
締
切
日
は
８
月
29
日
㊎
で
す

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

対
市
民
な
ど　
※
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
柿
崎
霊
園

定
①
１
区
画（
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

②
３
区
画（
各
６
平
方
メ
ー
ト
ル
）　

費
永
代
使
用
料
＝
①
30
万
円
、
②

45
万
円　
申
問
柿
崎
区
総
合
事
務

所（
☎
０
２
５・５
３
６・６
７
０
４
）

詳しくは

●
大
潟
霊
園

定
３
区
画（
各
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）　

費
永
代
使
用
料
＝
35
万
円　
申
問

大
潟
区
総
合
事
務
所（
☎
０
２
５・

５
３
４
・
６
８
０
５
）

●
中
郷
霊
園

定
５
区
画（
各
６
平
方
メ
ー
ト
ル
）　

費
永
代
使
用
料
＝
20
万
４
千
円　

申
問
中
郷
区
総
合
事
務
所
（
☎
０

２
５
５
・
７
４
・
２
６
９
１
）

市名入り封筒の有料広告� 問  総務課（☎025-520-5602）

　市が各種文書を発送する市名入り封筒に、事業を営む皆さんの広告を有料で
掲載します。いずれも印刷色は山

やま

鳩
ばと

色です。
申８月１日㊎～29日㊎の間に申込書と掲載しようとする広告の版下を総務課、
各総合事務所または南・北出張所へ。申込書は申込先にあります。

広告掲載する封筒 長形３号 角形２号
作製枚数 26万４千枚 10万３千枚
広告掲載する枠の規格 縦３cm×横９cm 縦６cm×横９cm
広告掲載枠数 ５枠 ６枠
広告掲載期間 令和７年12月～（約12カ月）
掲載決定方法 見積額の高い順から掲載枠数の範囲内で決定
最低価格（１枠） ４万１千円 ３万２千円

詳しくは

上越市奨学生（在学募集）の募集期間を延長します�
　本年４月末までとしていた募集期間を、10月末まで延長します。
申問10月31日㊎（消印有効）までに学校教育課（〒942-8563 下門前1770、
☎025-545-9244）

対 象

高校や専修学校、大学など（短大、大学院を含む）に在学し、次のいずれに
も該当する人
・保護者などの住所が市内にある人
・保護者などの所得が一定基準以下の人
・成績評定などが一定以上の人（大学などに在学する人に限る）

定 員 20人程度
貸付額（月額） 高校生１万５千円、大学生など４万円
貸 付 期 間 申請のあった月から最短修業年限の終期まで
返 還 ６カ月据え置き後、貸付期間の３倍以内の年数（無利子）

提 出 書 類 申込書、認定所得額計算書、奨学生推薦調書、保護者の令和６年分の所得額
を確認できる書類

詳しくは

各種
無料相談

予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に
問い合わせてください。

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

特設人権相談所

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

８月21日㊍午前９時30分～
午後0時30分・市民プラザ

問合せ

と　き
ところ

不動産の相続や売買など登記に関
すること、会社の登記、借金に関
することなど

（広報上越を見たとお伝えください）

８月３日「司法書士の日」
記念無料相談

新潟県司法書士会
（☎025-244-5121）

問合せ

８月４日㊊の各司法書士事務
所の営業時間内・県内の各司
法書士事務所

と　き
ところ

予約
不要

予約
不要
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司法書士による
訪問無料法律相談

相続、遺言など財産管理や法的な
困り事の相談
定10人（申込順）

８月５日㊋～13日㊌（土・
日曜日を除く）の間に、市民
相談センター
（☎025-520-5833）

予　約
問合せ

８月21日㊍～27日㊌
※相談時間は１時間以内

と　き
ところ

要
予約

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

対15歳から49歳までの就労に悩
む人やその家族

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※ 出張相談のみ予約（前日午

後５時まで）が必要

予　約
問合せ

❶�【出張】８月21日㊍午後２時
～４時・ハローワーク上越
❷�【夜間】８月19日㊋午後６時

～８時・市民プラザ

と　き
ところ

要
予約弁護士による法律相談

県立上越テクノスクール主催の職業訓練
「医療事務・調剤事務科２」（10月15日
㊌～令和８年１月14日㊌）についての相
談

職業訓練相談

㈱ニチイ学館上越教室
（☎025-531-3124）

８月７日㊍、22日㊎、いず
れも午前10時から１時間程
度・㈱ニチイ学館上越教室（五
智新町１）

問合せ

と　き
ところ

予約
不要

予　約
問合せ

と　き
ところ

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」
の提出が必要）

空き家相談会

建築住宅課
（☎025-520-5786）

❶８月12日㊋・建築住宅課
❷�15日㊎・全日本不動産協

会上越事務所（栄町２）
❸�26日㊋・上越宅建会館（春

日野１）
いずれも午後１時～５時

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

電話相談は随時受け付け
時㊊・㊋・㊍・㊎（祝日を除く）
の午前９時～正午、午後１時～４
時

交通事故巡回相談

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

８月19日㊋午後１時～３時・
上越地域振興局

要
予約

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障害のある人の
就労相談会

障がい者就業・生活支援セン
ターさくら
（☎025-538-9087）

８月21日㊍午前10時～正午・
福祉交流プラザ

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

税に関する相談

予　約
問合せ

と　き
ところ

税務相談

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

９月２日㊋、16日㊋、いず
れも午前10時から正午・関
東信越税理士会高田支部（本
町５）

要
予約

弁護士によるＢ型肝炎
特措法無料相談会

予　約
問合せ

と　き
ところ

全国Ｂ型肝炎訴訟新潟事務所
（☎025-223-1130）

９月13日㊏午後１時30分～
４時（受付は３時まで）・市
民プラザ

対集団予防接種でＢ型肝炎になっ
た人とその家族（事前予約優先、
当日申し込みも可）

要
予約

「もの忘れが増えた」、「何度も同
じ話をする」など認知症の症状が
気になる人を対象とした専門医に
よる個別相談
定10人（申込順）　

こころと体の元気教室
（もの忘れ個別相談会）

８月25日㊊午後２時～４時・
オーレンプラザ

８月４日㊊～15日㊎の間に、
高齢者支援課
（☎025-520-7514）

予　約
問合せ

と　き
ところ

要
予約

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

中小企業者を対象とする法律相談
（1件30分程度）

弁護士による法律相談

大浦安商工会
（☎025-599-2206）

予　約
問合せ

８月27日㊌午前10時～正午・
大浦安商工会

と　き
ところ

要
予約経営に関する個別相談会

予　約
問合せ

創業や経営改善、販売促進など、経営
に関する個別の相談（１件60分以内）
対中小企業者

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

８月19日㊋午後１時30分～
４時50分・市役所木田第二
庁舎

と　き
ところ

要
予約

予　約
問合せ

と　き
ところ

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

産業政策課
（☎025-520-5729）

８月20日㊌午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

要
予約



て
い
ま
す
。

同
世
代
の
若
者
に
伝
え
た
い
こ
と

　
ロ
ハ
ス
は「
な
き
ゃ
つ
く
ろ
う
！
」

が
で
き
る
社
会
人
サ
ー
ク
ル
で
す
。

自
分
た
ち
が
「
楽
し
い
」
と
思
え
る

こ
と
を
自
ら
つ
く
る
。
上
越
は
、
そ

れ
が
実
現
で
き
る
「
ち
ょ
う
ど
よ
い

ま
ち
」
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
最
新

情
報
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（@

jsc_
lohas

）
で
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
令
和
77
年
７
月

年
７
月
2525
日
発
行

日
発
行

11631163

広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越９月号」は、８月
21日㊍・22日㊎に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。

編
集
　
上
越
市 

総
務
部 

広
報
対
話
課

〒
943・8601
新
潟
県
上
越
市
木
田
１・１・３

☎
０
２
５・５
２
６・５
１
１
１ 上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/

（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

　市の若者向け支援制度も活用いただきながら、市内でまちの活性化やにぎわい創出などに
取り組んでいる、若者や団体を紹介します。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

上越上越ででかがやく若者たちかがやく若者たち
■問合せ…総合政策課（☎025-520-5624）

さ
ま
ざ
ま
な
節
目
が
重
な
り
合
う
一
年

さ
ま
ざ
ま
な
節
目
が
重
な
り
合
う
一
年

「
上
越
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
」

「
上
越
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
」

JOETSU

AN
N

IV
ER

ARY YEAR
20

25

S

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

学
生
時
代
の
昼
休
み
に
体
育
館
で

友
達
と
遊
ん
で
い
た
頃
の
よ
う
に
、
ゆ

る
く
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
環
境
が

欲
し
い
と
思
い
、
２
０
１
９
年
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
上
越
は
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
で
、
本
気
で
競
技
に
取
り
組
む

よ
う
な
社
会
人
サ
ー
ク
ル
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

は
「
ガ
チ
禁
止
」
で
す
。「
初
心
者
で

も
楽
し
め
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
目
標

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、「
上
越
の

若
者
だ
い
た
い
友
達
」
み
た
い
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。　

　
平
日
の
夜
は「
上
達
を
楽
し
む
会
」

と
題
し
、
経
験
者
が
初
心
者
に
コ
ツ

を
教
え
る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
め
る
機
会
と
し
て
活

動
し
て
い
る
ほ
か
、
月
１
回
の
「
ゆ

る
～
く
ス
ポ
ー
ツ
会
」
で
は
、
そ
の

日
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
や
り
た

い
種
目
を
決
め
、
毎
回
盛
り
上
が
っ

サークル活動（バドミントン）の様子

ロハスで活動する皆さん

上越社会人サークル　ロハス

代表　岩
いわ

崎
さき

 祥
しょうご

吾さん

18～39歳限定の社会人サークル。大学生や専門
学生など350人が参加している。気軽に参加でき
る「ゆる～くスポーツ会」など、メンバーが楽し
いと感じるイベントを企画し、毎週市内の体育館
で活動している。

上越市の人口・世帯数

87,975人
　  （-27人）

90,870人
　（-61人）女男

178,845人
　  （-88人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  67
200

 283
 238

＜人口増減内訳＞

77,813世帯（+62世帯）

令和７.７.１現在。（　）は前月との比較
　表紙の写真は51年前、昭和49年に開催された
第49回謙信公祭の出陣行列の様子です。昭和46
年に旧上越市が発足してから数年は、高田・直江
津の両中心市街地を会場に練り歩いたそうです。
　行事が現代に受け継がれてきたことから、あら
ためてこの祭りの歴史を感じました。

表紙のことば ： 「義」の精神を次の世代へ
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